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第 1 章

インストールの計画

•インストール方法（1ページ）
•トポロジオプション（2ページ）
•要件および制約事項（4ページ）
•ライセンス要件（11ページ）
•必要なインストール情報（15ページ）
•エクスポート制限付きソフトウェアとエクスポート制限なしソフトウェア（21ページ）

インストール方法
このガイドでは、次の Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサービスの
インストール方法について説明します。

説明インストール方法

この方法には、Cisco Unified Communications Managerおよび
IM and Presenceサービスクラスタの標準的なインストールが
含まれます。この方法では、まずパブリッシャノードをイン

ストールしてから、サブスクライバノードを追加してインス

トールする必要があります。

基本インストールには、次のカスタムケースが含まれます。

•アップグレード中のパッチの適用 -インストールしてい
るイメージより新しいバージョンが存在する場合、イン

ストールイメージにパッチを適用し、新しいバージョン

にアップグレードできます。このオプションは Unified
Communications Managerでのみ利用できます。

•プリインストールされたソフトウェア—新しいサーバに
Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceソフトウェア (Cisco Business Editionなど)がプリ
インストールされている場合、プリインストールされた

ソフトウェアを設定できます。

クラスタの基本インストール
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説明インストール方法

タッチレスインストールを使用すると、UnifiedCommunications
Managerおよび IM and Presenceサービスのフルクラスタイン
ストールを 1回のシームレスなプロセスで完了できます。す
べてのクラスタノードにサーバ情報を入力し、インストール

を開始すると、システムはソフトウェアをすべてのクラスタ

ノードに動的にインストールします。管理者が手動で操作す

る必要はありません。この方法は、インストールする大規模

なクラスターがある場合に特に役立ちます。

クラスターのタッチレスイン

ストール

これらの手順を使用して、既存のクラスターに新しいノード

を追加し、インストールします。新しいノードはサブスクラ

イバノードとして追加する必要があります。

クラスターにノードを追加す

る

Cisco Prime Collaboration Deploymentを使用して、クラスタをインストールすることもできま
す。その他の情報については、『Cisco Prime Collaboration展開アドミニストレーションガイ

ド』を参照してください。

（注）

トポロジオプション
このセクションでは、システムトポロジの概要を提供し、トポロジ内のノードのタイプ間の関

係について説明します。

クラスタ

クラスタは、コール処理、プレゼンスステータス、およびデータベースレプリケーションを複

数のサーバ間で分散するメカニズムを提供します。リソースと機能の透過的な共有を提供し、

システムのスケーラビリティを可能にします。

クラスタは、互換性のあるソフトウェアバージョンを実行するUnifiedCommunicationsManager
ノードと IM and Presence ノードのセットで構成されます。

パブリッシャーノードとサブスクライバーノード

クラスター内では、インストールするノードのタイプごとにデータベースパブリッシャが存在

します。

UnifiedCommunicationsManagerをインストールするとき、インストールウィザードにより、イ
ンストールするノードがクラスタの最初のノードであるかどうかを指定するように指示されま

す。インストールする最初の Unified Communications Managerノードはパブリッシャノードに
なります。これは、音声とビデオのデータベースをクラスター内の他のUnifiedCommunications
Managerノードに公開するからです。クラスター内のすべての後続ノードは、サブスクライ
バーノードと呼ばれます。各サブスクライバノードは、パブリッシャノードに関連付けられ
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ている必要があります。ソフトウェアをサブスクライバノードにインストールする前に、パブ

リッシャノードのシステムトポロジにあるすべてのサブスクライバノードをセットアップする

必要があります。

IMandPresenceノードをインストールすると、最初にインストールしたノードが IMandPresence
のデータベースのサーバーとして機能するようになります。このノードはクラスタ内のすべて

の IM and Presenceノードのデータベースをパブリッシュするため、IM and Presenceデータベー
スパブリッシャーと呼ばれます。ただし、このノードと他のすべての IM and Presenceノード
を、Unified Communications Managerパブリッシャーノードのサブスクライバーとしてインス
トールする必要があります。他のサブスクライバノードと同様に、ソフトウェアをインストー

ルする前に、これらをシステムトポロジに追加する必要があります。

トポロジオプション

クラスターをインストールするとき、展開するトポロジを決定する必要があります。次に例を

示します。

•必要なクラスターノードの数。

•すべてのクラスターノードを単一の場所にインストールするか、それとも地理的冗長性を
提供するためにWAN経由で接続された別の地理的サイトにノードをインストールするか
を決定します。スケーラビリティの詳細については、「メガクラスタ」を参照してくださ

い。

IM and Presenceのクラスタトポロジ
IM and Presence Serviceを展開する場合、インストールを開始する前に、標準展開（Unified
CommunicationsManager上の IM and Presence Service）または IM and Presence集中型クラスター
展開のいずれかを決定する必要があります。

説明IM and Presenceの展開

IMおよび Presence Serviceクラスタノードは、Unified
Communications Managerテレフォニークラスタがインストー
ルされている物理サーバーにインストールされます。 IM and
Presenceクラスタは、テレフォニークラスタと同じプラット
フォームおよび多くの同じサービスを共有します。このオプ

ションでは、Unified CMテレフォニークラスタと IM and
Presenceクラスタの 1x1のマッピングが必要です。

基本的なインストールの順序は、有人インストール方法で述

べられた順序と同じです。詳細については、「インストール

方法」を参照してください。

ゼロタッチインストールの場合、すべての Unified
Communications Managerと IM and Presence Serviceクラスタ
ノードを 1つのプロセスで同時にインストールできます。

標準展開 (非集中型/分散型))
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説明IM and Presenceの展開

IM and Presence Serviceの中央クラスターはテレフォニークラ
スターとは別にインストールされ、別のハードウェアサーバー

に配置されている場合があります。この展開により、テレ

フォニークラスターと IMおよび Presenceクラスター間の 1x1
のマッピング要件が削除されます。これにより、テレフォ

ニーの展開と IM and Presenceの展開を別々にスケールするこ
とができます。

基本インストールの場合:

1. 中央クラスタにローカルのUnifiedCommunicationsManager
パブリッシャノードをインストールします。このノード

はテレフォニー展開の一部ではありません。ノードは、

中央クラスターのデータベースやユーザプロビジョニン

グのような機能を処理します。

2. IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノード
をインストールします。

3. 任意の IM and Presenceサブスクライバノードをインス
トールします。

ゼロタッチインストールの場合、ローカルの Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードと IM and Presence
Serviceの中央クラスタを単一のプロセスでインストールでき
ます。ただし、テレフォニークラスターは別にインストール

する必要があります。

詳細については、「一元的展開の設定」の章を参照してくだ

さい IM and Presence Serviceの設定および管理ガイド。

IMおよび Presenceの集中型ク
ラスタ展開

要件および制約事項
以下の項では、システムが満たす必要がある要件と、Unified Communications Managerまたは
IMandPresenceServiceのインストールまたはアップグレード時に適用される制限について説明
します。

自己署名証明書を使用した証明書ベースの認証で IPsecが設定されているUnifiedCommunications
Managerをアップグレードすると、アップグレードは失敗します。アップグレードを実行する
には、CA署名付き証明書で IPsecポリシーを再設定する必要があります。

（注）
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•デフォルトでは、システムは非 FIPSモードになっているため、必要に応じて有効にする
必要があります。

•セキュリティパスワードの長さが 14文字以上であることを確認してから、クラスターで
FIPS、共通基準、またはセキュリティ強化モードを有効にしてください。前のバージョン
が FIPSに対応していた場合でも、パスワードを更新する必要があります。

（注）

Unified Communications Manager12.5には、バージョン 13以上の VMハードウェアの、最低
ESXiバージョンの 6.5 U2が必要です。最新の Unified Communications Manager ESXiサポート
の詳細については、「http://www.cisco.com/go/virtualized-collaboration」を参照してください。

（注）

サブネットの制限

Unified Communications Managerを、多数のデバイスを含む大きなクラス Aまたはクラス Bサ
ブネットにインストールしないでください。詳細は、 Cisco Collaboration System 12.xソリュー
ションリファレンスネットワーク設計 (SRND)を参照してください。

クラスタサイズ

クラスタ内のUnifiedCommunicationsManagerサブスクライバノードの数は、4つのサブスクラ
イバノードと 4つのスタンバイノード、合計 8つのサブスクライバを超えることはできませ
ん。 Unified Communications Managerパブリッシャノード、TFTPサーバーおよびメディアサー
バーを含むクラスタ上のサーバーの合計数は 21を超えることはできません。

クラスター内の IM and Presence Serviceノードの最大数は 6です。

詳細については、http://www.cisco.com/go/ucsrndの「Ciscoコラボレーションソリューション設

計ガイダンス」を参照してください。

IPアドレスの要件
完全なコラボレーションソリューションは、多くのサービスが正しく機能するために DNSに
依存しているため、可用性の高いDNS構造を設定する必要があります。基本的な IPテレフォ
ニーを導入していて、DNSを使用したくない場合は、ゲートウェイおよびエンドポイントデバ
イスと通信するためにホスト名の代わりに IPアドレスを使用するようにUnifiedCommunications
Managerと IM and Presenceサービスを設定できます。

サーバが固定 IPアドレスを取得するように、静的 IPアドレスを使用するようにサーバを構成
する必要があります。静的 IPアドレスを使用することで、電話をネットワークに接続したと
きに、Cisco Unified IP Phoneをアプリケーションに登録することができます。
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DNSの要件
次の要件に注意してください。

•混合モードのDNS導入はサポートされていません—Ciscoは混合モード導入をサポートし
ていません。 Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの両方が DNSを
使用するか、使用しないかのいずれかでなければなりません。

•展開で DNSを使用する場合、Unified Communications Managerかつ IM and Presence Service
で同じ DNSサーバを使用する必要があります。 IM and Presence Serviceと Unified
Communications Managerで異なる DNSサーバを使用すると、システムが異常な動作をす
る可能性があります。

•展開でDNSを使用しない場合、以下の [ホスト名/IPアドレス]フィールドを編集する必要
があります。

•サーバ—Cisco Unified CMの管理サーバ構成ウィンドウで、クラスタノードの IPア
ドレスを設定します。

• IM and Presence UCサービス—Cisco Unified CMAdministrationUCサービス設定ウィン
ドウで、IM and Presenceデータベースパブリッシャノードの IPアドレスを指す IM
and Presence UCサービスを作成します。

• CCMCIPプロファイル—Cisco Unified CM IM and Presence管理CCMCIPプロファイル
の設定ウィンドウで、任意の CCMCIPプロファイルからホストの IPアドレスを指定
します。

•マルチノードに関する考慮事項—IM and Presence Serviceでマルチノード機能を使用してい
る場合、DNS設定オプションに関するマルチノードの導入に関する項を IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイドで参照してください。

ファイアウォールの要件

ポート 22への接続が開き、スロットリングされないようにファイアウォールを構成している
ことを確認してください。 Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサブスクラ
イバノードのインストール中、UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャノードへの複数の
接続が立て続けに開きます。これらの接続を調整すると、インストールが失敗する可能性があ

ります。セキュリティ全般については、CiscoUnified CommunicationsManagerセキュリティガ
イドを参照してください。

ファイアウォール機能はアップグレードやインストールの失敗の原因となることが知られてい

るため、アップグレード中やインストール中は [侵入者/侵入検知]および/または [ブルート
フォース攻撃]機能を無効にすることを推奨します。

（注）
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ポートの使用の詳細については、 Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドの
「Cisco Unified Communications Manager TCPおよび UDPポートの使用」の章を参照してくだ
さい。

プラットフォームの要件

このリリースでは、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceを直接サー
バーハードウェアにインストールすることはできません。これらのアプリケーションは、仮想

マシンで実行する必要があります。

仮想マシン上でソフトウェアをインストールまたはアップグレードする前に、次の作業を行う

必要があります。

•プラットフォームを設定する

• ESXi仮想化ソフトウェアをインストールして設定する

Unified Communications Manager 12.5には、13以上の VMハード
ウェアバージョンと 6.5 U2以上の ESXiバージョンが必要です。
最新の Unified Communications Manager ESXiバージョンのサポー
トについては、http://www.cisco.com/go/virtualized-collaborationを
参照してください。

（注）

•リリースに適した OVAテンプレートを展開する

このセクションでは、仮想マシンに Unified Communications Managerと IM and Presence Service
をデプロイする前に満たすべきプラットフォーム要件について説明します。

サポートされるバージョン

次のソフトウェアバージョンがリリース 12.5(1)に適用されます:

• Unified Communications Manager12.5.1.10000-22

• IM and Presence Serviceサービス 12.5.1.10000-22

バージョンの不一致

このリリースは、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceサービスのこのリ
リースに対して 2つの主要な展開オプションを提供します。

•標準展開 - Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceサービスの両方が上
記の12.5.1.10000-22バージョンを実行している必要があり、それによりあなたの展開がサ
ポートされます。バージョンの不一致はサポートされていません。

• IM and Presence Serviceサービスの集中デプロイメント - IM and Presence Serviceサービスで
集中デプロイメントオプションを設定している場合、 IM and Presence Service中央クラス
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タ内の両方の Unified Communications Managerインスタンスと IM and Presence Serviceサー
ビスが 12.5.1.10000-22バージョンで動作している必要があります。ただし、セントラル
クラスタが接続するテレフォニークラスタは、12.5.1.10000-22バージョンである必要はあ
りません。

ソフトウェアの制限

サードパーティー製またはWindowsベースのソフトウェアアプリケーションはインストール
または使用できません。システムがアップロードして処理できるのは、Cisco Systemsが提供
し、デジタル署名を行うソフトウェアだけです。詳細については、『 Cisco Unified
CommunicationsManagerセキュリティガイド』の「オペレーティングシステムとセキュリティ
の強化」の章を参照してください。

すべてのソフトウェアのインストールおよびアップグレードは、 Cisco Unified Communications
オペレーティングシステム管理を使用して実行する必要があります。

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのソフトウェア互換性については、
「Cisco Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの互換性マトリックス」を参
照してください。

ユーザ名とパスワードの要件

インストール中に、次のユーザ名とパスワードを指定する必要があります。

•管理者アカウントのユーザ名とパスワード

•アプリケーションのユーザ名とパスワード

•セキュリティパスワード

Cisco Unified Communications Operating System Administrationと Cisco Unified CM Administration
のインターフェイスでは、異なるユーザ名を使用することを推奨します。

（注）

管理者アカウント

管理者アカウントのユーザ名とパスワードを使用して、次の場所にログインします:

• Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステム管理

• Disaster Recovery System

•コマンドラインインターフェイス

管理者アカウントのユーザ名とパスワードを指定するには、以下のガイドラインに従ってくだ

さい:
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•管理者アカウントのユーザ名—管理者アカウントのユーザ名は、必ずアルファベット文字
で始まる必要があります。使用できるのは、英数字、ハイフン、アンダースコアです。

•管理者アカウントのパスワード—管理者アカウントのパスワードは、最低6文字必要で、
英数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。

コマンドラインを使用して、管理者アカウントのパスワードを変更したり、新しい管理者アカ

ウントを追加することができます。詳細については、『CommandLine InterfaceReferenceGuide
for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

[アプリケーションユーザ（Application User）]

UnifiedCommunicationsManagerをインストールするときに、アプリケーションのユーザ名とパ
スワードを入力する必要があります。アプリケーションユーザ名とパスワードを使って、シス

テムにインストールされているアプリケーション、特に以下の領域にアクセスします。

• Cisco Unified CM Administration

• Cisco Unified Serviceability

• Ciscoリアルタイム監視ツール

• Cisco Unifiedのレポート

アプリケーションのユーザ名とパスワードを指定するには、次のガイドラインに従ってくださ

い:

•アプリケーションユーザ名:アプリケーションユーザ名は、文字で始まる必要があり、英
数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。

•アプリケーションユーザのパスワード—アプリケーションユーザのパスワードは最低6文
字必要で、英数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。
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システムのアプリケーション名をアプリケーションユーザ名として使用しないでください。シ

ステムアプリケーション名を使用すると、データベースのインストール中にエラーが発生し、

インストールが失敗します。

システムアプリケーション名:

• CCMSysUser

• WDSysUser

• CCMQRTSysUser

• IPMASysUser

• WDSecureSysUser

• CCMQRTSecureSysUser

• IPMASecureSysUser

• TabSyncSysUser

• CUCService

注意

コマンドラインを使用して、アプリケーションユーザ名とパスワードを変更することができま

す。詳細については、『Command Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications
Solutions』を参照してください。

セキュリティパスワード

インストール中に、セキュリティパスワードを指定する必要があります。UnifiedCommunications
Managerシステムはこのパスワードを使用して、IM and Presence Serviceノードを含むクラスタ
内のノード間の通信を認証します。このパスワードはクラスター内のすべてのノードで同一で

ある必要があります。

セキュリティパスワードは最低 6文字必要で、英数字、ハイフン、および下線も使用できま
す。

パスワードの推奨

インストールウィザードは、強力なパスワードを入力するように確認します。強力なパスワー

ドを作成するには、次の推奨事項に従ってください。

•パスワードは最低 6文字必要で、英数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。

いずれかのクラスターでFIPS、CommonCriteria、または強化され
たセキュリティモードを有効にする予定の場合、セキュリティ

パスワードが少なくとも 14文字あることを確認する必要があり
ます。

（注）
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•印刷できない ASCII文字は使用できません。

• 1文字以上の英数字が含まれている必要があります。

•大文字と小文字を混在させる必要があります。

•文字と数字を混在させる。

•特殊記号を含める。

•短いパスワードよりも長いパスワードの方が強力で安全です。

次の種類のパスワードは使用しないでください。

•英数字のみを使用することはできません。

•英数字以外の文字は使用しないでください。

•数字と組み合わせた場合でも、固有名詞や辞書にある単語など、認識しやすい単語は使用
しないでください。

•認識可能な単語を反転しないでください。

• aaabbb、abc123、qwerty、zyxwvuts、123321などの語句や数字のパターンは使用しないで
ください。

•認識可能な他の言語の単語は使用しないでください。

•誕生日、郵便番号、子供の名前、ペットなど、いかなる種類の個人情報も使用しないでく
ださい。

インストールに必要な要件

Unified Communications Managerの所要時間

インストール前後の作業を除く、インストールにかかる時間は、サーバの種類により45から90
分ほどかかります。

IMおよび Presenceノードの所要時間

前後の作業を除く IM and Presence Serviceインストールの所要時間は、サーバの種類により異
なりますが、1サーバあたり約 45分から90分かかります。

ライセンス要件
次の項では、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのライセンス要件
について説明します。
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Unified CommunicationsManagerリリース 12.0(1)の時点では、Smart Licensingが、Prime License
Managerに変更されました。スマートライセンスでは、 Unified Communications Managerサー
バをアップグレードまたは移行する前に、スマートアカウントを作成し、構成する必要があり

ます。

（注）

Unified Communications Managerを介して、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart
Software Managerサテライトに接続できるいくつかの展開オプションは、次のとおりです。

•直接 Unified Communications Manager使用情報をインターネット経由で直接送信します。
追加のコンポーネントは不要です。

• Cisco Smart Software ManagerサテライトUnified Communications Managerは、オンプレミス
の Smart Software Managerに使用情報を送信します。データベースの同期を保つため、周
期的に情報の交換が実行されます。 Smart Software Managerサテライトのインストールま
たは構成の詳細については、次のURLにアクセスしてください：https://www.cisco.com/c/
en/us/buy/smart-accounts/software-manager.html。

Cisco Smart Software Managerサテライトは、スタンドアロン型の
Prime License Managerと同様のオンプレミスのコレクターです。

（注）

•プロキシサーバー—UnifiedCommunicationsManagerは、プロキシサーバー経由でインター
ネットを介して使用情報を送信します。

Unified Communications Managerライセンス要件
Ciscoスマートソフトウェアライセンシングは、ライセンスに関する新しい考え方を提供して
います。ライセンスの柔軟性が増し、企業全体のライセンスがシンプルになります。また、

ライセンスの所有権および消費が可視化されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングを使用すると、デバイスが自己登録し、ライセン
ス消費を報告し、製品アクティベーションキー（PAK）が必要なくなり、ライセンスの調達、
展開、管理が簡単にできるようになります。ライセンス資格を単一のアカウントにプールし

て、必要に応じてネットワーク経由でライセンスを自由に移動することができます。 Cisco製
品全体で有効化され、直接クラウドベースまたは間接導入モデルによって管理されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングサービスでは、製品インスタンスを登録し、ラ
イセンスの使用状況を報告し、Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManager
サテライトから必要な認証を取得します。

Unified Communications Managerリリース 12.0 (1)以降のバージョンでは、Cisco Smart Software
Managerが Prime License Managerに置き換わります。 Cisco Prime License Managerはリリース
12.0 (1)で使用されなくなり、[インストールされているアプリケーション]のログイン前画面
に表示されなくなりました。
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アップグレード前に混合モードを有効にしていて、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco
Smart Software Managerサテライトに登録していない場合は、

•次に示すように、警告メッセージは [Cisco Unified CMの管理]ページと [Cisco Unified OS
の管理]ページに表示されます。

システムは現在、混合モードで実行されています。引き続き混合

モードを実行するには、[輸出規制機能を許可]にチェックが入っ
ているスマート/バーチャルアカウントから受け取った登録トー
クンを使用して、スマートライセンスの登録が完了していること

を確認してください。

注意

• SmartLicenseExportControlNotAllowedという名前のアラートが、Unified Communications
Managerが登録トークンに登録されていない場合に送信されます。

Cisco Smart Software Licensingの設定方法の詳細については、 Cisco Unified Communications
Managerシステム設定ガイドにある「システムの初期パラメータの設定」にある「SmartSoftware
Licensing」の章を参照してください。

『Smart Software Managerサテライト設置ガイド』を含む Cisco Smart Software Managerサテラ
イトの詳細については、http://www.cisco.com/go/smartsatelliteを参照してください。

Smart Entitlementへの PLMライセンスの移行

製品のSmart Licensingバージョンをアップグレードする資格がある場合は、LicenseRegistration
PortalまたはCisco Smart SoftwareManagerを介して移行できます。ソフトウェアのスマートラ
イセンスバージョンをダウンロードしてインストールし、登録トークンを使用してデバイスを

スマートアカウントに登録することで、このプロセスを自分で開始できます。Ciscoが追跡す
る資格の移行は、自動的に顧客のスマートアカウントに移行されます。また、未使用の従来

の PAKのスマートアカウントへの移行を開始して、スマートモードの製品で将来使用するこ
ともできます。このプロセスは、 ライセンス登録ポータルまたはCiscoSmart SoftwareManager
から利用できます。

Unified Communications Manager 9.0xおよび 12.0(1)以降のバージョン

•有効なCisco Software Support Service (SWSS)契約を保持している場合、Cisco Smart Software
Manager ( https://software.cisco.com/#SmartLicensing-LicenseConversion)を通じてクラシック
ライセンスを Smartライセンスに変換することができます。

• 2つのタイプの移行がサポートされています。

• PAKベース—履行済み、一部履行、および未履行のPAKに対してサポートされます。

•デバイスベース

•部分変換は、古いクラスターと Unified Communications Manager 12.0 (1)クラスターの混在
環境をサポートします。
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Smart Entitlementにアップグレード

Unified Communications Manager Pre 9.0x（デバイスベース）から 12.0(1)

デバイスベースのライセンスから Smart Entitlementへの移行の支援については、Cisco Global
Licensing Operations (GLO)に連絡してください。

顧客は、License Count Utility（LCU）を実行することにより、必要な同等のユーザーベースの
ライセンスを確立することができます。詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/cucm/upgrade/uct/CUCM_BK_UCT_Admin_Guide/CUCM_BK_UCT_Admin_Guide_
chapter_01.htmlを参照してください。

LCUレポートから、顧客はCiscoCommerceWorkspaceを通じて、対応する数量のアップグレー
ドライセンスを注文することができます。さらに、新しいライセンスを追加購入する必要があ

ります。詳細については、

http://www.cisco.com/c/en/us/partners/tools/collaboration-ordering-guides.htmlの『注文ガイド』を参
照してください。

IM and Presence Serviceライセンス要件
IM and Presence Serviceには、サーバーライセンスまたはソフトウェアバージョンライセンス
は不要です。ただし、ユーザーを割り当て、割り当てられた各ユーザーに対して IMandPresence
Serviceを有効にする必要があります。

すべてのユーザー向けの Jabberでは、IM and Presence Service機能を有効にするために、エン
ドユーザーライセンスは必要ありません。詳細については、「Jabber for Everyone向けクイッ
クスタートガイド」を参照してください。

（注）

各ユーザーに関連付けたクライアントの数に関係なく、ユーザーごとに IMandPresenceService
を割り当てることができます。 IM and Presence Serviceをユーザーに割り当てると、そのユー
ザーは IMや空き状況の更新を送受信できるようになります。 IM and Presence Serviceが有効に
なっていない場合、ユーザーは IM and Presence Serviceサーバーにログインして他のユーザー
の空き状況を表示したり、IMの送受信を行うことができません。また、他のユーザーは彼ら
の空き状況を確認することができません。

次のいずれかのオプションを使用して、 IM and Presence Serviceユーザを有効にできます:

• [エンドユーザー設定]ウィンドウは、Unified Communications Managerにあります。詳細
については、Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイドを参照
してください。

•一括管理ツール (BAT)

• IM and Presence Serviceを、Unified Communications Managerの [クイックユーザー/電話追
加]ウィンドウから参照できる機能グループテンプレートに割り当てます。

詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドを参照してくださ
い。
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IM and Presence Service機能には、User Connect Licensing（UCL）と Cisco Unified Workspace
Licensing（CUWL）の両方が含まれます。IMandPresenceService機能は、UnifiedCommunications
Manager IPテレフォニーユーザーでないユーザーも、Jabber for Everyoneのオファーで取得で
きます。詳細については、「Jabber for Everyone向けクイックスタートガイド」を参照してく
ださい。

必要なインストール情報
Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのいずれかをインストールする
際、特定の情報を提供する必要があります。この情報は、インストール中に手動で指定するこ

とも、応答ファイルを使って指定することもできます。クラスタにインストールする各サーバ

について、インストールプロセスを開始する前に、この情報を収集する必要があります。

インストールを開始する前に収集する必要がある情報を次の表に示します。

一部のフィールドはオプションであるため、構成によっては適用されない場合があります。た

とえば、インストール中にSMTPホストをセットアップしないことにした場合、パラメータは
表示されたままになりますが、値を入力する必要はありません。

（注）

一部のフィールドは、ソフトウェアを再インストールしない限り、インストール後に変更する

ことができません。そのため、適切な値を入力するようにしてください。表の最後の列はイン

ストール後にパラメータを変更できるかどうかを示しています。変更可能な場合には、適切な

メニューパスまたはコマンドラインインタフェース (CLI)コマンドも記載しています。

このテーブルをコピーして、各サーバの入力内容を別のテーブルに記録しておくことをお勧め

します。これは、たとえ DMABackupInfo.infを使ってシステムを設定する場合でもです。

表 1 :必要なインストール情報

インストール後に編集可能説明構成データ

管理者の資格情報

不可

インストール後、追加の管理者アカウントを

作成することはできますが、元の管理者アカ

ウントのユーザ IDは変更できません。

管理者アカウントに割

り当てる名前を指定し

ます。

管理者ログイン

可

CLI: user admin パスワードの設定

管理者アカウントのパ

スワードを指定しま

す。

管理者パスワード

アプリケーションユーザの資格情報
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インストール後に編集可能説明構成データ

可

CLI: utils
reset_application_ui_administrator_name

システムにインストー

ルされているアプリ

ケーションのユーザID
を指定します。

アプリケーションユー

ザのユーザ名

可

CLI: utils
reset_application_ui_administrator_password

システム上のアプリ

ケーションのパスワー

ドを指定します。

アプリケーションユー

ザパスワード

セキュリティパスワード

はい。以下のコマンドを使用して、クラスター

内のすべてのノードのセキュリティパスワー

ドを変更できます。

CLI:ユーザーセキュリティのパスワード設定

クラスター内のサーバ

はセキュリティパス

ワードを使用して相互

に通信します。このパ

スワードを Unified
Communications
Managerパブリッ
シャーノードで設定

し、クラスター内の各

追加ノードをインス

トールするときに、

IMおよび Presence
ノードを含めて入力し

ます。

UnifiedCommunications
Managerのセキュリ
ティパスワード

証明書情報

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

組織

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

ユニット

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

Location

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

都道府県（State）
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インストール後に編集可能説明構成データ

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

国（Country）

(オプション) SMTP

可

• Cisco Unified Communications Operating
Systemの管理で、[設定（Settings）] >
[SMTP]を選択し、SMTPホストフィール
ドに IPアドレスまたはホスト名を入力し
ます。

• CLI: set smtp [host]

送信メールに使用され

るSMTPホストの名前
を指定します。

電子通知を使用する場

合は、このフィールド

に入力する必要があり

ます。そうでない場合

は、空欄にしておくこ

とができます。

SMTPの場所

NICインターフェースの設定

可

CLI: set ネットワーク nic eth0 {auto
| {en|無効}} {速度| {10| 100}} {ハー
フデュプレックス| {ハーフ|フル}}

（注）

1000BASE-Tは自動ネゴシエーションでのみ
有効にできます。

（注）

仮想マシンはこのコマンドをサポートしてい

ません。

イーサネットネット

ワークインタフェース

カード (NIC)速度の自
動ネゴシエーションを

有効にしない場合、

NIC速度 (10メガビッ
トまたは 100メガビッ
ト)を選択する必要が
あります。

NIC速度（CPU
Speed）

可

CLI: set ネットワーク nic eth0 {auto
| {en|無効}} {速度| {10| 100}} {ハー
フデュプレックス| {ハーフ|フル}}

（注）

1000BASE-Tは自動ネゴシエーションでのみ
有効にできます。

（注）

仮想マシンはこのコマンドをサポートしてい

ません。

イーサネットネット

ワークインタフェース

カード (NIC)の二重設
定の自動ネゴシエー

ションを有効にしない

場合、NICの二重設定
([Full]または [Half])を
選択する必要がありま

す。

NIC二重
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インストール後に編集可能説明構成データ

可

CLI: set network mtu [size]

最大転送単位 (MTU)
は、このホストがネッ

トワーク上で転送する

最大パケットバイトを

表します。

この値は、ネットワー

クのリンクに設定され

ている最小のMTUサ
イズを超えることはで

きません。

デフォルト: 1500バイ
ト

MTUサイズ（MTU
Size）

（注）

MTU設定は、クラス
ター内のすべての

ノードで同じである

必要があります。

ネットワーク情報

はい。

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI: set ネットワーク dhcp eth0 有
効

CLI: set ネットワーク dhcp eth0 無
効化 [ノード IP] [ネットマスク]
[ゲートウェイ IP]

DHCPを使用してサー
バ上のネットワーク設

定を自動的に構成する

場合は、[はい ]を選
択します。

[いいえ]を選択する
と、ホスト名、IPアド
レス、IPマスク、ゲー
トウェイ、およびDNS
構成を入力する必要が

あります。

DHCP

（Dynamic Host
Configuration Protocol）
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インストール後に編集可能説明構成データ

はい; Unified CommunicationsManagerノードに
ついては、次のいずれかを選択します:

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI: ネットワークホスト名の設定

パラメータの入力が求められます。

Unified Communications Managerまたは IM and
Presence サーバのホスト名を変更するには、
「IPアドレス、ホスト名、 Cisco Unified
CommunicationsManagerアドミニストレーショ
ンガイドの [ドメイン名の変更]セクションで
参照してください。

DHCPが [いいえ]に設
定されている場合、こ

のマシンのホスト名を

入力する必要がありま

す。

ホストネーム
(Hostname)

はい; Unified CommunicationsManagerノードに
ついては、次のいずれかを選択します:

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI：set network IP eth0
[ip-address] [ip-mask]

Unified Communications Managerまたは IM and
Presence サーバのホスト名を変更するには、
「IPアドレス、ホスト名、 Cisco Unified
CommunicationsManagerアドミニストレーショ
ンガイドの [ドメイン名の変更]セクションで
参照してください。

DHCPが [いいえ]に設
定されている場合、本

機の IPアドレスを入
力する必要がありま

す。

IPアドレス（IP
Address）
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インストール後に編集可能説明構成データ

可

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI：set network IP eth0
[ip-address] [ip-mask]

DHCPが [いいえ]に設
定されている場合、本

機の IPサブネットマ
スクを入力する必要が

あります。サブネット

マスクと IPアドレス
は、ネットワークアド

レスとホストアドレス

を定義します。

サブネットマスクは次

の形式を使用する必要

があります:
255.255.255.0

IPマスク（IP Mask）

可

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI: set ネットワークゲートウェイ
[addr]

DHCPが [いいえ]に設
定されている場合、

ゲートウェイアドレス

を入力する必要があり

ます。

ゲートウェイアドレス

(オプション) DNS

可

CLI: 設定する ネットワーク DNS プライマ
リ [アドレス]

ドメインネームサーバ

(DNS)がある場合、
IMと Presence はホス
ト名の解決を試みる際

にまずこの DNSサー
バと通信します。

DNSプライマリ

可

CLI: ネットワーク DNS セカンダリ [アド
レス] 設定する

プライマリ DNSサー
バに障害が発生する

と、 IM and Presence
はセカンダリ DNS
サーバへの接続を試み

ます。

DNSセカンダリ

可

CLI: [name] ネットワークドメインを設定

このマシンが配置され

ているドメインの名前

を表します

ドメイン（Domain）

タイムゾーン
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インストール後に編集可能説明構成データ

可

CLI: [zone] タイムゾーンを設定

ローカルタイムゾーン

が反映され、グリニッ

ジ標準時 (GMT)から
のオフセットです。お

使いのマシンの場所に

最も近いタイムゾーン

を選択します。

タイムゾーン（Time
zone）

ネットワークタイムプロトコル

可

Cisco Unified Communications Operating System
Administrationで、[設定（Settings）] > [NTP
サーバー]の順に選択します。

IMと Presenceパブ
リッシャーノードのイ

ンストール時に、外部

の Network Time
Protocol (NTP)サーバ
の IPアドレスを指定
する必要があります。
UnifiedCommunications
Managerパブリッシャ
ノードを NTPサーバ
として使用することを

推奨します。

NTPサーバ IPアドレ
ス

エクスポート制限付きソフトウェアとエクスポート制限

なしソフトウェア
Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのこのリリースでは、輸出制限
(K9)バージョンに加えて、輸出制限なし (XU)バージョンをサポートしています。

ソフトウェアの制限なしバージョンは、さまざまなセキュリティ機能を必要としない特定の顧

客のみを対象としています。制限なしバージョンは、一般的な導入を想定していません。

（注）

制限なしバージョンは制限付きバージョンと以下の点で異なります。

•ユーザペイロードの暗号化 (情報交換)はサポートされていません。

• Microsoft OCS/LyncまたはAOLとの外部 SIPドメイン間フェデレーションはサポートされ
ていません。
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•制限なしリリースをインストールした後は、制限付きバージョンにアップグレードするこ
とはできません。無制限バージョンを含むシステムへの制限付きバージョンのフレッシュ

インストールもサポートされていません。

•単一クラスター内のすべてのノードは同じモードである必要があります。たとえば、同じ
クラスタ内の Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceは、すべて無制限
モードか、すべて制限モードである必要があります。

• IP電話のセキュリティ設定が変更され、シグナリングとメディア暗号化 (VPN電話機能に
より提供される暗号化を含む)が無効になります。

制限なしリリースをインストールした後では制限付きバージョンにはアップグレードできない

ことに注意してください。制限なしバージョンを含むシステム上で制限付きバージョンのフ

レッシュインストールを実行することは許可されていません。

（注）

すべてのグラフィックユーザインターフェース (GUI)およびコマンドラインインターフェース
(CLI)で、管理者は製品バージョンを表示できます (制限ありまたは輸出制限なし)。

次の表では、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのエクスポート制限な
しのバージョンでは利用できない GUI項目について説明しています。

説明LocationGUIアイテム

Cisco Unified CM管理

このメニューとそのオプショ

ンは利用できません。

高度な機能 > VPNVPNの設定

端末セキュリティモードが保

護なしに設定されているた

め、設定することはできませ

ん。

システム >セキュリティ > 電
話セキュリティプロファイル

電話セキュリティプロファイ

ルの設定

Cisco Unified CM IM and Presence Administration
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説明LocationGUIアイテム

• XMPPクライアントから
IM/Pサービスのセキュア
モードを有効にする設定

を確認できません。

• [XMPPルータ間セキュア
モードを有効にする

（Enable XMPP
Router-to-Router Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [ウェブクライアントで
IM/Pサービスセキュア
モードを有効化する

（Enable Web Client to
IM/P Service Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• SIPクラスター内
Proxy-to-Proxy Transport
Protocolを TLSに設定す
るオプションが削除され

ました。

システム >セキュリティ > 設
定

セキュリティ設定

• Transport Preferred Order
パラメータのすべての

TLSオプションが削除さ
れました。

• TLSオプションが SIP
Route Header Transport
Typeパラメータから削除
されました。

[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択し、
[サービス（Service）]として
[Cisco SIP Proxy]を選択しま
す。

Cisco SIP Proxyサービスの
サービスパラメータ設定

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence設置ガイド、リリース 12.5(1)SU6
23

インストールの計画

エクスポート制限付きソフトウェアとエクスポート制限なしソフトウェア



説明LocationGUIアイテム

OCS/Lyncへのドメイン間フェ
デレーションを構成する場

合、エンタープライズ内の別

の OCS/Lyncとは直接フェデ
レーションできることしかで

きないことを示す警告ポップ

アップが表示されます。エン

タープライズ外部のOCS/Lync
へのドメイン間フェデレー

ションは、無制限モードでは

サポートされていません。

[プレゼンス（Presence）]> [ド
メイン間フェデレーション

（Inter-domain Federation）]>
[SIPフェデレーション（SIP
Federation）]

SIPフェデレーションドメイ
ン

セキュリティモードを設定す

ることはできません。 TLSな
しに設定されている。

[プレゼンス（Presence）]> [ド
メイン間フェデレーション

（Inter-domain Federation）]>
[XMPPフェデレーション
（XMPP Federation）] > [設定
（Settings）]

XMPPフェデレーション設定

TLSまたはHTTPSリスナを優
先プロキシリスナとして設定

することはできません。

[プレゼンス（Presence）] >
[ルーティング（Routing）] >
[設定（Settings）]

プロキシの構成設定
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第 2 章

プレインストールのタスク

• Unified Communications Managerのプレインストールタスク（25ページ）
• IM and Presence Serviceのプレインストールタスク（28ページ）
• Cisco AXL Webサービスの有効化（29ページ）
• DNS登録を確認する（30ページ）

Unified Communications Managerのプレインストールタス
ク

手順

目的コマンドまたはアクション

「計画」の章を確認してください。次

のことを確認してください:
インストールの計画（1ページ）ステップ 1

•インストール方法を決定します。

•クラスターのトポロジを決定しま
す。

• IM and Presence Serviceについて
は、標準展開または IM and
Presence Service中央クラスタのど
ちらをインストールするかを決定

します。

•要件と制限を確認します。

インストール要件を確認し、インス

トールを計画している各サーバの構成

設定を記録します。

必要なインストール情報（15ページ）ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

仮想マシンを作成します。ステップ 3 •基本 OVAを入手します。

•コラボサイジングツールを実行し
て、必要な仮想マシン数と各仮想

マシンの仕様を取得します。コラ

ボサイジングツールを実行しない

場合は、OVA readmeと OVAウィ
ザードのガイダンスに従って、事

前定義された開始点を選択しま

す。これは必要に応じて後で変更

できます。

• Business Editionアプライアンスの
工場出荷時にプリロードされてい

るスキップインストール OVAか
らインストールする場合は、イン

ストールガイド (Cisco Business

Edition 6000および 7000)を参照し
てください。

仮想マシンがアクセスできる場所にイ

ンストール ISOファイルを置き、仮想
インストール ISOファイルをマウント
します。

ステップ 4

マシンのDVDドライブを編集してファ
イルにマッピングします。仮想マシン

の電源をオンにするときに、DVDドラ
イブをマウントするオプションを選択

します。

仮想マシンの電源をオンにすると、ISO
ファイルがマウントされ、インストー

ルプロセスが開始されます。この手順

のすべてのステップが完了するまで

は、インストールを開始しないでくだ

さい。

80-ms RTT要件の詳細については、
Cisco Unified Communications Solutions

サーバ間のリンクが 80-msの往復時間
(RTT)の要件を満たしていること、お

ステップ 5

のリファレンスネットワーク設計を参

照してください。
よびデータベースのレプリケーション

をサポートするのに十分な帯域幅があ

ることを確認してください。

パブリッシャノードがNTPサーバとの
同期に失敗した場合、サブスクライバ

パブリッシャノードのNTPステータス
を確認します。

ステップ 6

ノードのインストールが失敗する可能

性があります。UnifiedCommunications
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目的コマンドまたはアクション

Managerパブリッシャノードで、 utils

ntp statusCLIコマンドを実行します。

ノードに出入りするネットワークトラ

フィックを一時的に許可することは(例
以下のファイアウォールの更新を完了

します。

ステップ 7

えば、これらのノードのファイア•ノード間のルーティングパスに
ファイアウォールがある場合、

ウォールルールを IP任意/任意に設定
するなど)、常に十分ではありません。

ファイアウォールを無効にしま

す。
ファイアウォールはタイムアウトのた

めに、ノード間の必要なネットワーク
•インストールが完了するまで、
ファイアウォールのタイムアウト

設定を増やします。

セッションをまだ閉じる場合がありま

す。

Unified Communications Managerをイン
ストールするサーバ間で、ネットワー

ステップ 8

クアドレス変換 (NAT)またはポートア
ドレス変換 (PAT)を実行しないでくだ
さい。

スイッチポートのネットワークイン

ターフェイスカード (NIC)速度および
NIC速度と二重設定を確認します。ステップ 9

二重設定が、新しいサーバで設定しよ

うとしているものと同じであることを

確認します。

GigE (1000/FULL)の場合、NICとス
イッチのポート設定を Auto/Autoに設

定します。ハード値を設定しないでく

ださい。

PortFastが有効な場合、スイッチは転送
遅延 [ポートがスパニングツリープロ

Ciscoサーバに接続されているすべての
スイッチポートで PortFastを有効にし
ます。

ステップ 10

トコル（STP）学習およびリスニング
ステートからフォワーディングステー

トに変更するまでの待機時間]を排除す
ることで、ポートをすぐにブロック状

態からフォワーディングステートに移

行します。

詳細については、DNS登録を確認する
（30ページ）を参照してください。

DNSを使用する場合、Unified
Communications Managerをインストー
ルする予定のすべてのサーバがDNSに

ステップ 11

適切に登録されていることをあなたが

確認します。
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目的コマンドまたはアクション

システムに適切なライセンスがあるこ

とを確認してください。

ライセンス要件（11ページ）ステップ 12

IM and Presence Serviceのプレインストールタスク

手順

目的コマンドまたはアクション

「計画」の章を確認してください。次

のことを確認してください:
インストールの計画（1ページ）ステップ 1

•インストール方法とクラスタートポ
ロジを決定します。

• IM andPresence Serviceについては、
標準展開または IM and Presence
Service中央クラスタのどちらをイ
ンストールするかを決定します。

•要件と制限を確認します。

Unified Communications Managerと IM
and Presence Serviceのソフトウェアバー

サポートされるバージョンステップ 2

ジョンに互換性があることを確認してく

ださい。

IM and Presence Serviceのインストール
と構成を完了するために必要なすべての

情報を収集します。

必要なインストール情報（15ページ）ステップ 3

クラスター内のすべてのノードについ

て、このリリースで推奨されている仮想

仮想マシンを作成します。ステップ 4

サーバテンプレート (OVAファイル)を
使用して仮想マシンを作成します。

異なる OVAファイルが利用できます。
Unified Communications Managerを展開
している環境に基づいて、適切な OVA
ファイルを選択してください。詳細に

ついては、https://www.cisco.com/c/dam/
en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence設置ガイド、リリース 12.5(1)SU6
28

プレインストールのタスク

IM and Presence Serviceのプレインストールタスク

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unified-communications-manager.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unified-communications-manager.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unified-communications-manager.html


目的コマンドまたはアクション

virtualization-cisco-unified-communications-manager.html
を参照してください。

各 IM and Presence Serviceサーバーに
UnifiedCommunicationsManagerパブリッ

ネットワーク接続を確認してください。ステップ 5

シャサーバーへのネットワークアクセス

があることを確認します。他の IM and
Presence Serviceサーバーから Unified
Communications Managerパブリッシャ
ノードに pingを送信します。

CiscoAXLウェブサービスが有効になっ
ていることを確認してください。

Cisco AXL Webサービスの有効化（29
ページ）

ステップ 6

DNSを使用する場合、DNSサーバ上に
新しい IM and Presenceサーバのホスト

DNS登録を確認する（30ページ）ステップ 7

名を設定していること、そして DNS
サーバが Unified Communicationsのホス
ト名を解決できることを確認してくださ

い。Managerパブリッシャーサーバおよ
び他の IM and Presenceサーバ (ある場合)

（注）

IM and Presence Serviceと Unified
Communications Managerの間で同じ
DNSサーバを使用することを推奨しま
す。別のDNSサーバを使用する場合、
システムの動作に異常が生じる可能性

があります。 Unified Communications
Managerと IM and Presence Serviceの両
方が DNSを使用するか、または DNS
を使用しない、どちらか一方でなけれ

ばなりません。これは、混合モードの

展開をサポートしていないためです。

Cisco AXL Webサービスの有効化
Cisco AXLウェブサービスが実行中であることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスにログインします。
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ステップ 2 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

ステップ 3 [データベースおよび管理サービス]の下で、 Cisco AXLウェブサービスのステータスがアク
ティベートされていることを確認します。

ステップ 4 状況に無効化済みと表示されている場合は、隣のチェックボックスにチェックを入れ、[保存]
をクリックして有効にします。

DNS登録を確認する
トポロジで DNSを使用する場合、この手順に従います。以下の操作を実行して、追加される
すべてのサーバが DNSに適切に登録されていることを確認する必要があります。

手順

ステップ 1 コマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 DNS名で各サーバに pingを送信するには、「 ping DNS_name」と入力します。

ステップ 3 IPアドレスで各サーバーを検索するには、 nslookup IP_addressを入力します。
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第 3 章

インストール作業

•インストールタスクフロー（31ページ）
•インストールタスクフロー（32ページ）
•基本的なインストールタスクフロー（34ページ）
• IM and Presence Central Clusterのインストール (基本インストール)（37ページ）
•非ゼロタッチインストールのタスクフロー（54ページ）
•新しいノードを既存のクラスターに追加する（59ページ）
•データインポートでインストール（62ページ）

インストールタスクフロー
以下のインストールタスクフローのいずれかを選択します。

説明タスクフロー

クラスターのインストール

次の展開のいずれかの基本インストールでは、この方法を使

用します。

• CiscoUnified CommunicationsManagerテレフォニークラス
タをインストールします

• IMおよび Presenceの標準展開 (分散型)

基本的なインストールタスク

フロー（34ページ）

IM and Presenceの一元展開の場合、IM and Presence中央クラ
スタの基本インストールにこのタスクフローを使用します。

IM and Presence Central Cluster
のインストール (基本インス
トール)（37ページ）

このタスクフローを使用して、UnifiedCommunicationsManager
または IM and Presence Serviceクラスタを手動の介入なしで動
的にインストールします。集中型または標準 (分散型) IM and
Presence展開に適用されます。

非ゼロタッチインストールの

タスクフロー（54ページ）
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説明タスクフロー

[データインポートを伴うインストール]を使用して Unified
Communications Managerまたは IM and Presence Serviceクラス
タをインストールするには、このタスクを実行します。

データインポートでインス

トール（62ページ）

ノードのインストール

既存の Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceクラスタにノードを追加する場合は、これらのタスク
を完了します。

新しいノードを既存のクラス

ターに追加する（59ページ）

Cisco Prime Collaboration Deploymentを使用して、クラスタをインストールすることもできま
す。その他の情報については、『Cisco Prime Collaboration展開アドミニストレーションガイ

ド』を参照してください。

（注）

インストールタスクフロー
以下のインストールタスクフローのいずれかを選択します。

説明タスクフロー

クラスターのインストール

次の展開のいずれかの基本インストールでは、この方法を使

用します。

• CiscoUnified CommunicationsManagerテレフォニークラス
タをインストールします

• IMおよび Presenceの標準展開 (分散型)

基本的なインストールタスク

フロー（34ページ）

IM and Presenceの一元展開の場合、IM and Presence中央クラ
スタの基本インストールにこのタスクフローを使用します。

IM and Presence Central Cluster
のインストール (基本インス
トール)（37ページ）

このタスクフローを使用して、UnifiedCommunicationsManager
または IM and Presence Serviceクラスタを手動の介入なしで動
的にインストールします。集中型または標準 (分散型) IM and
Presence展開に適用されます。

非ゼロタッチインストールの

タスクフロー（54ページ）

[データインポートを伴うインストール]を使用して Unified
Communications Managerまたは IM and Presence Serviceクラス
タをインストールするには、このタスクを実行します。

データインポートでインス

トール（62ページ）
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説明タスクフロー

ノードのインストール

既存の Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceクラスタにノードを追加する場合は、これらのタスク
を完了します。

新しいノードを既存のクラス

ターに追加する（59ページ）

Cisco Prime Collaboration Deploymentを使用して、クラスタをインストールすることもできま
す。その他の情報については、『Cisco Prime Collaboration展開アドミニストレーションガイ

ド』を参照してください。

（注）

事前準備

インストールを開始する前に、以下の情報を確認してください。

•インストールするサブスクライバーノードが、インストール中にパブリッシャノードサー
バに接続できることを確認してください。

•クラスタ内のすべての Unified Communications Managerサーバのソフトウェアバージョン
が同じであることを確認してください。クラスタ内のすべての IMおよび Presence サーバ
で同じバージョンのソフトウェアがインストールされていることを確認してください。唯

一の例外はクラスターソフトウェアのアップグレード時で、一時的な不一致は許容されま

す。 IM and Presenceノードをインストールする場合、Unified Communications Managerお
よび IM and Presence Serviceソフトウェアのバージョンは、メジャー番号とマイナー番号
が同じでなければなりません。

•既存のクラスタにをインストールしている場合は、インストール中に構成タスクを実行し
ないでください。

•インストールプログラムの実行中に入力するディレクトリ名およびファイル名は大文字と
小文字を区別することに注意してください。

• IM and Presenceサービスのインストールについては、IM and Presenceサービスを集中型展
開または標準展開 (分散型)のどちらにインストールしているかを確認してください。詳
細については、IM and Presenceのクラスタトポロジ（3ページ）を参照してください。

インストールウィザード

次の表では、インストールウィザードの操作方法を示します。
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表 2 :インストールウィザードのナビゲーション

これを押す実行する操作

タブ次のフィールドに移動

Alt-Tab前のフィールドに移動

スペースバーまたは Enterオプションを選択してください

上矢印または下矢印リストを上下にスクロールする

スペースバーまたは Enterで [戻る]を選択する
(利用可能な場合)

前のウィンドウに戻る

スペースバーまたは Enterで [ヘルプ]を選択
(利用可能な場合)

ウィンドウにヘルプ情報を表示する

インストールウィザードは次の文字をサポートしています:

•英数字: A-Z、a-z、および 0-9スペース

•スペースおよび # (最初の文字を除く)

•次の特殊文字のみ: \.,-_:;{}()[]

他のすべての文字はサポートされていません。

（注）

基本的なインストールタスクフロー
基本インストールプロセスを使用して Unified Communications Managerおよび IM and Presence
サービスクラスタをインストールするには、以下のタスクを完了します。

• Cisco Unified Communications Managerテレフォニークラスタをインストールします

•標準展開 (分散型)での IM and Presenceサービスのインストール。

インストールシナリオによっては、すべてのタスクを実行する必要がない場合もあります。た

とえば、すでに使用中の既存のUnifiedCommunicationsManagerクラスタに IM and Presenceサー
ビスをインストールする場合、IM and Presenceサービスのインストールタスクを完了するだけ
で済みます。

（注）
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事前準備

Unified Communications Managerのプレインストールタスク（25ページ）

IM and Presence Serviceのプレインストールタスク（28ページ）

説明IM and Presence ServiceCisco Unified
Communications Manager

Unified Communications
Managerのインストールを
開始します。

—基本設定（38ページ）ステップ
1

プリインストールされた

サーバのみ (例、Cisco
Business Edition)。事前設
定情報をインストールに追

加します。そうでない場

合は、この作業をとばして

ください。

—プレインストールされた

サーバの構成情報の入力

（40ページ）

ステップ
2

インストールイメージを新

しいバージョンにアップグ

レードします。このオプ

ションのタスクは、Unified
CommunicationsManagerの
インストールでのみ利用で

きます。

—これはオプションです。

次のいずれかの手順を実行

します。

•ローカルソースからの
インストールイメージ

のアップグレード

（41ページ）

•リモートサーバからの
インストールイメージ

のアップグレード

（43ページ）

ステップ
3

インストールを構成して、

[基本インストール]プロセ
スを続行します。

—基本インストールを設定す

る（45ページ）
ステップ
4

パブリッシャノードでソ

フトウェアを設定し、イン

ストールします。

—Unified Communications
Managerパブリッシャの設
定（48ページ）

ステップ
5

サブスクライバノードを

パブリッシャノードに追加

します。

—サブスクライバノードの

追加（51ページ）
ステップ
6
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説明IM and Presence ServiceCisco Unified
Communications Manager

Cisco Unified
CommunicationsManagerサ
ブスクライバノードにソフ

トウェアをインストールし

ます。

—サブスクライバノードの

インストール（53ペー
ジ）

ステップ
7

IMおよびプレゼンスサー
ビスのインストールプロ

セスを開始します。

基本設定（38ページ）—ステップ
8

プリインストールされた

サーバのみ (例、Cisco
Business Edition)。事前設
定情報をインストール作業

に追加します。そうでな

い場合は、この作業をとば

してください。

プレインストールされた

サーバの構成情報の入力

（40ページ）

—ステップ
9

IM and Presenceの基本イン
ストールプロセスを続行し

ます。

基本インストールを設定す

る（45ページ）
—ステップ

10

IMとプレゼンスデータベー
スパブリッシャノードの

設定を行い、インストール

を完了します。

IMおよび Presenceパブ
リッシャの設定（51ペー
ジ）

—ステップ
11

Cisco Unified
CommunicationsManagerパ
ブリッシャノードで、IM
and Presenceサブスクライ
バを追加します。

—サブスクライバノードの

追加（51ページ）
ステップ
12

IM and Presence Serviceの
サブスクライバノードにソ

フトウェアをインストール

します。

サブスクライバノードの

インストール（53ペー
ジ）

—ステップ
13
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IM and Presence Central Clusterのインストール (基本イン
ストール)

これらのタスクを完了し、[基本インストール]を使用して IM and Presenceサービス集中型展開
をインストールします。

• Unified CMパブリッシャ (非テレフォニー) - IMおよび Presenceの中央クラスタでは、デー
タベースとユーザのプロビジョニングのために、中央クラスタ内にローカルの Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードが必要です。このノードはテレフォニーを処
理しません。サブスクライバノードをインストールする必要はありません。

• IM and Presence中央クラスタ

分散型 (標準)展開での IM and Presenceサービスの基本インストールの場合、に従い基本的な
インストールタスクフロー（34ページ）、テレフォニーと IM and Presenceクラスタの両方
をインストールします。

（注）

説明IM and Presence中央クラス
タ

Unified CMパブリッシャ (非
テレフォニー)

Unified CMパブリッシャ
ノードのインストールプロ

セスを開始します。

基本設定（38ページ）ステッ

プ 1

基本インストールを設定し

ます。

基本インストールを設定す

る（45ページ）
ステッ

プ 2

Unified CMパブリッシャ
ノードを設定します。

Unified Communications
Managerパブリッシャの設
定（48ページ）

ステッ

プ 3

IM and Presence中央クラス
タのインストールプロセス

を開始します。

基本設定（38ページ）ステッ

プ 4

IM and Presenceの基本イン
ストールプロセスを続行し

ます。

基本インストールを設定す

る（45ページ）
ステッ

プ 5

IM and Presenceデータベー
スパブリッシャノードを

設定します。

IMおよび Presenceパブ
リッシャの設定（51ペー
ジ）

ステッ

プ 6
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説明IM and Presence中央クラス
タ

Unified CMパブリッシャ (非
テレフォニー)

Unified CMパブリッシャ
で、IM and Presenceサブス
クライバーノードを追加し

ます。

サブスクライバノードの追

加（51ページ）
ステッ

プ 7

IM and Presenceのサブスク
ライバーへのインストール

を完了します。

サブスクライバノードのイ

ンストール（53ページ）
ステッ

プ 8

基本設定

Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのインストールでこの手順を使
用して、基本的なインストールプロセスを開始します。クラスターをインストールするか、既

存のクラスターにノードを追加する場合、この手順を使用できます。

手順

ステップ 1 応答ファイルジェネレータで作成された構成ファイルを使用している場合、仮想フロッピーイ
メージが仮想マシンからアクセスできる場所にあることを確認してください。

（注）

ソフトウェアがプリインストールされた Cisco Business Edition 6000/7000アプライアンスがあ
る場合、最新の製品リリースでサーバの再イメージを行わない限り、DVDまたは ISOファイ
ルからインストールする必要はありません。構成情報を入力するには、[基本インストールの
構成]手順に直接移動します。詳細は、 Cisco Business Edition 6000インストールガイドまたは

Cisco Business Edition 7000インストールガイドを参照してください。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• VMware ESXiサーバーホストにある DVDドライブでインストールする場合は、インス
トール DVDをトレイに挿入し、仮想マシンを再起動して DVDから起動させます。

•ローカルの ESXiホストまたはストレージエリアネットワーク (SAN)にあるデータスト
ア ISOファイルからインストールしている場合、仮想マシンの CDまたは DVDドライブ
を編集して、データストア ISOファイルを選択します。パワーオン時に接続するオプショ
ンを選択し、仮想マシンを再起動してください。 OVAファイルを使用して仮想マシンを
作成したのと同時に、ISOを使用するように仮想マシンを構成した場合、このステップを
スキップし、残りの手順を完了します。

サーバの起動シーケンスが完了すると、[ DVDが検出されました ]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 [はい（Yes）]をクリックしてメディアチェックを実行します。 [いいえ ]をクリックしてメ
ディアチェックをスキップします。
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メディアチェックは、DVDの整合性を確認します。以前、DVDがメディアチェックにパスし
たことがある場合、メディアチェックをスキップすることを選択します。

ステップ 4 クリックして [はい（Yes）]をクリックしてメディアチェックを実行すると、[メディアチェッ
クの結果（Media Check Result）]ウィンドウが表示されます。[

a) [メディアチェックの結果（Media Check Result）]が [合格（Pass）]と表示されている場
合は、[OK]をクリックしてインストールを続行します。

b) メディアチェックが失敗した場合、cisco.comから別のコピーをダウンロードするか、Cisco
から別の DVDを直接入手してください。

ステップ 5 [製品展開の選択 ]ウィンドウで、インストールする製品を指定します:

• Unified Communications Manager：製品を選択して、[OK]をクリックします。

• IM and Presence Service：[OK]を選択します。

• Cisco Unity Connection—製品を選択して [ OK] をクリックします。

（注）

ウィンドウには、ハードウェアでサポートされている製品とサポートされていない製品が表示

されます。1つの製品しかサポートされていない場合は、どの製品をインストールするかを選
択する必要はありません。

ステップ 6 ソフトウェアが現在サーバにインストールされている場合は、[ハードドライブの上書き ]ウィ
ンドウが開き、ハードドライブ、DVD、または ISOファイル上の現在のソフトウェアバージョ
ンが表示されます。インストールを続行する場合ははい、キャンセルする場合はいいえをク

リックしてください。

注意

インストールを続行する場合、ハードドライブ上のすべての既存のデータが上書きされ、破壊

されます。

[プラットフォームインストールウィザード ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 プラットフォームインストールウィザードウィンドウで、次のいずれかのオプションを選択
します:

•基本インストールを続行するには、「進む」を選択して続行します。基本的なインストー
ルプロセスを構成することができます。初回のセットアップ時、またはバックアップから

の復元時に、このインストール方法を使用します。

• [データインポートと共にインストール（Install with Data Import）]を続行するには、 [イ
ンポート（Import）]を選択します。古いバージョンの Unified Communications Manager
または IM and Presence Serviceからの直接移行 (データインポートを伴うフレッシュインス
トール)には、このインストール方法を使用します。

•プレインストールされたサーバ (例えば、Cisco Business Editionサーバ)がある場合、プレ
インストールされたソフトウェアを構成します。 [スキップ]をクリックしてプレインス
トールされたサーバの構成情報の入力（40ページ）に移動します。

•ソフトウェアをインストールして、後で設定する場合は、[スキップ（Skip）]をクリック
します。インストールプロセスではソフトウェアをインストールし、インストール完了
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後にソフトウェアの設定を求めるプロンプトが表示されます。この方法では、インストー

ルの合計時間が長くなる場合があります。

ステップ 8 [追加のリリースを適用（Apply Additional Release）]ウィンドウで、インストールイメージと
同じメジャーリリースに新しい Unified Communications Manager SUバージョンがある場合、新
しいリリースにインストールをアップグレードすることを選択できます。このオプションは

IM and Presence Serviceでは利用できません。

•はい—Unified Communications Manager インストールイメージを新しいサービスリリース
にアップグレードするには、このオプションを選択します。次のいずれかの手順に進みま

す。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード（41ページ）

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード（43ページ）

•いいえ: IM and Presence Serviceをインストールする場合、または Unified Communications
Managerをインストールしていて、インストールしたイメージをアップグレードしたくな
い場合、このオプションを選択します。

ステップ 9 ソフトウェアのインストールまたはプリインストールされたソフトウェアの設定を行うには、
[基本インストール ]ウィンドウで [続行 ]をクリックします。

次のタスク

プリインストールされたサーバーの場合、プレインストールされたサーバの構成情報の入力

（40ページ）。

UnifiedCommunicationsManagerインストールイメージを新しいリリースにアップグレードする
には、以下のいずれかの手順を実行します。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード（41ページ）

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード（43ページ）

基本インストールを続行するには、基本インストールを設定する（45ページ）

プレインストールされたサーバの構成情報の入力

製品が事前にインストールされたサーバ (例えば、Cisco Business Editionアプライアンス)があ
る場合は、この手順を使用します。USBキーまたはAFGファイルを使用して、サーバの事前
設定情報を入力することができます。

始める前に

基本設定（38ページ）
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手順

ステップ 1 システムの再起動後、[事前のインストール設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 アンサーファイルジェネレータが作成した既存の構成情報がある場合、それは USBキーに保
存されます。 USBキーを挿入して [続行]を選択します。インストールウィザードは、インス
トールプロセス中に構成情報を読み取ります。

（注）

システムが新しいハードウェアを検出したことを示すポップアップウィンドウが表示された場

合は、任意のキーを押してから、次のウィンドウでインストールを選択してください。

ステップ 3 プラットフォームインストールウィザードウィンドウで [続行]を選択します。

ステップ 4 [追加リリースの適用 ]ウィンドウで、Unified Communications Managerインストールファイル
を新しいリリースにアップグレードするオプションを選択できます。このオプションは IMand
Presence Serviceでは利用できません。

•はい—Unified Communications Manager インストールイメージを新しいサービスリリース
にアップグレードするには、このオプションを選択します。次のいずれかの手順に進みま

す。

>ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード（41ページ）
>リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード（43ページ）

•いいえ：IM and Presence Serviceをインストールする場合、または Unified Communications
Managerをインストールしていて、インストールイメージをアップグレードしたくない場
合、このオプションを選択します。

ステップ 5 基本インストールウィンドウで続行を選択します。

次のタスク

UnifiedCommunicationsManagerインストールイメージを新しいリリースにアップグレードする
には、以下のいずれかの手順を実行します。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード（41ページ）

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード（43ページ）

基本インストールを続行するには、「基本インストールを設定する（45ページ）」を参照し
てください。

ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード

インストールイメージより新しいバージョンがあり、インストールファイルを新しいバージョ

ンにアップグレードする場合は、Unified Communications Managerのインストールでこのオプ
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ションの手順を使用します。このオプションは Unified Communications Managerのインストー
ルでのみ利用できます。

アップグレードファイルを FTPまたは SFTPサーバーに置いている場合は、「リモートサーバ
からのインストールイメージのアップグレード（43ページ）」を参照してください。

（注）

始める前に

必ず次のことを行ってください。

この手順を完了するには、「基本インストールの開始」の手順を完了しており、ローカルソー

スからパッチを適用することを選択している必要があります。

（注）

•基本インストールを開始してください。ローカルソース経由でパッチを適用するオプショ
ンを選択します。詳細は、を参照してください。

• Cisco.comから適切なパッチファイルをダウンロードします。アップグレードファイルか
ら ISOイメージを作成し、それを DVDにまたは仮想マシンの DVDドライブに配置する
必要があります。

手順

ステップ 1 [ローカルパッチ設定 ]ウィンドウが表示されたら、パッチディレクトリとパッチ名を必要に
応じて入力し、[ OK]を選択します。

[アップグレードパッチ選択検証のインストール（Install Upgrade Patch Selection Validation）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウにパッチファイルが表示されます。このパッチでシステムを更新するには、[続行
（Continue）]をクリックします。

ステップ 3 インストールするアップグレードパッチを選択します。システムはパッチをインストールし、
アップグレードされたソフトウェアバージョンでシステムを再起動します。

システムの再起動後、[事前のインストール設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 インストールを続行するには、[続行（Proceed）]を選択します。

[プラットフォームインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 5 インストールを続行するには、続行またはキャンセルをクリックしてインストールを中止し
ます。
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[続行（Proceed）]をクリックすると、[パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウが表示され
ます。次のステップに進みます。

[キャンセル]をクリックすると、システムが停止し、安全にサーバの電源を切ることができま
す。

ステップ 6 [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウで [いいえ（No）]を選択します。

ステップ 7 [アップグレード ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [いいえ（No）]をクリックし、基本インストールの設定手順を実行します。

次のタスク

基本インストールを設定する（45ページ）

リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード

インストールイメージより新しいバージョンがあり、インストールファイルを新しいバージョ

ンにアップグレードする場合は、Unified Communications Managerのインストールでこのオプ
ションの手順を使用します。このオプションは Unified Communications Managerのインストー
ルでのみ利用できます。

アップグレードファイルをFTPまたはSFTPサーバに置いた場合は、ローカルソースからのイ
ンストールイメージのアップグレード（41ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 オートネゴシエーションの設定を行います。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、 [はい]を選択します。このオプションは、自
動ネゴシエーションを使用して、イーサネットネットワークインタフェースカード (NIC)
の速度と二重設定を設定します。 [MTU設定(MTU Configuration)]ウィンドウが表示され
ます。次の手順をスキップして続行してください。

（注）

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴシエーショ

ンをサポートしている必要があります。

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[いいえ（No）]を選択します。 [NIC速度およ
びデュプレックスの設定（NIC Speed and Duplex Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。次のステップに進みます。

ステップ 2 自動ネゴシエーションを無効にする場合は、適切な NIC速度と二重設定をここで手動で選択
し、[ OK ]を選択して続行します。
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[MTU設定(MTU Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ MTU設定 ]ウィンドウで、MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更
することができます。

最大転送単位 (MTU)は、このホストがネットワーク上で転送する最大パケットバイトを表し
ます。ネットワークのMTU設定が不明な場合は、デフォルト値を使用してください。

注意

MTUサイズを正しく設定しないと、ネットワークのパフォーマンスに影響を与える可能性が
あります。

•デフォルト値 (1500バイト)を受け入れる場合は、 [いいえ]を選択します。

•オペレーティングシステムのデフォルトからMTUサイズを変更するには、[はい（Yes）]
を選択し、新しいMTUサイズを入力して、[OK]を選択します。

[ DHCP構成 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ネットワーク設定については、ノードに静的ネットワーク IPアドレスをセットアップするか、
動的ホスト設定プロトコル（DHCP）を使用するかを選択できます。静的 IPアドレスを推奨
します。 DHCPを使用する場合は、静的 DHCPを使用します。

•ネットワークに DHCPサーバが設定されていて、それを DHCPに使用したい場合は、 [は
い]を選択します。インストール時にネットワーク接続の確認が試みられます。

•ノードの静的 IPアドレスを設定する場合は、 [いいえ]を選択します。 [静的ネットワーク
設定]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 DHCPを使用しない場合は、静的ネットワーク構成値を入力して [ OK]を選択します。

[ DNSクライアントの設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 DNSを有効にするには、[はい]を選択し、DNSクライアント情報を入力して、[ OK]を選択
します。

システムがネットワークを構成して接続性を確認した後、[リモートパッチ構成]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 7 リモートファイルサーバの場所とログイン情報を入力します。システムはリモートサーバに接

続し、利用可能なアップグレードパッチの一覧を取得します。

アップグレードファイルが Linuxまたは UNIXサーバ上にある場合、ディレクトリパスの先頭
にスラッシュを入力する必要があります。例えば、アップグレードファイルがパッチディレク

トリにある場合、/patchesと入力する必要があります。

アップグレードファイルがWindowsサーバ上にある場合、FTPまたは SFTPサーバに接続して
いることになります。そのため、以下を含む適切な構文を使用します。

•スラッシュ (/)でパスを開始し、パス全体でスラッシュを使用します。
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•パスはサーバの FTPまたは SFTPルートディレクトリから開始する必要があるため、ドラ
イブ文字で始まるWindows絶対パス (例えば C:)は入力できません。

[アップグレードパッチ選択検証のインストール（Install Upgrade Patch Selection Validation）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 インストールするアップグレードパッチを選択します。システムはパッチをダウンロード、解

凍、インストールし、アップグレードされたソフトウェアバージョンでシステムを再起動しま

す。

システムの再起動後、[事前のインストール設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 インストールを続行するには、 [続行]を選択します。

[プラットフォームインストールウィザード ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 [続行]またはキャンセルを選択し、インストールを中止します。

[ [続行]]を選択しますと、[パッチの適用 ]ウィンドウが表示されます。次のステップに進み
ます。

[キャンセル]を選択すると、システムが停止し、安全にサーバの電源を切ることができます。

ステップ 11 [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウで [いいえ（No）]を選択します。

[ Windowsアップグレード ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 [いいえ（No）]を選択し、有人インストールの設定基本インストールの設定手順を実行しま
す。

次のタスク

基本インストールを設定する（45ページ）

基本インストールを設定する

この手順を使用して、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceの基本イ
ンストールを設定します。

始める前に

基本設定（38ページ）

手順

ステップ 1 [タイムゾーンの設定（Timezone Configuration）]ウィンドウで、サーバーの適切なタイムゾー
ンを選択し、[OK]を選択します。
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自動ネゴシエーション設定ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 インストール時に、自動ネゴシエーションを使用して、イーサネットネットワークインター

フェイスカード (NIC)の速度と二重設定を自動的に設定することができます。この設定はイ
ンストール後に変更できます。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、 [はい]を選択します。

MTU設定ウィンドウが表示されます。

（注）

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴシエーショ

ンをサポートしている必要があります。

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[なし（No）]を選択して次のステップに進みま
す。

[NIC速度およびデュプレックスの設定（NIC Speed and Duplex Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 3 自動ネゴシエーションを無効にする場合は、適切な NIC速度と二重設定をここで手動で選択
し、[ OK ]を選択して続行します。

[MTU設定(MTU Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ MTU設定 ]ウィンドウで、MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更
することができます。

最大転送単位 (MTU)は、このホストがネットワーク上で転送する最大パケットをバイトで表
しています。ネットワークのMTU設定が不明な場合は、デフォルト値の 1500バイトを使用
してください。

注意

MTUサイズを正しく設定しないと、ネットワークのパフォーマンスに影響を与える可能性が
あります。

•デフォルト値 (1500バイト)を受け入れる場合は、 [いいえ]を選択します。

•オペレーティングシステムのデフォルトからMTUサイズを変更するには、[はい]を選択
して新しいMTUサイズを入力し、[ OK]を選択します。

DHCP構成ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ネットワーク設定については、ノードに静的ネットワーク IPアドレスをセットアップするか、
動的ホスト設定プロトコル（DHCP）を使用するかを選択できます。静的 IPアドレスを推奨
します。 DHCPを使用する場合は、静的 DHCPを使用します。

•ネットワークに DHCPサーバが設定されており、さらに DHCPを使用したい場合は、 [は
い]を選択します。ネットワークが再起動され、[管理者ログイン設定 ]ウィンドウが表示
されます。
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•ノードに静的 IPアドレスを設定する場合は、 [いいえ]を選択します。 [静的ネットワーク
設定]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 DHCPを使用しない場合は、静的ネットワーク構成値を入力して [ OK]を選択します。

[ DNSクライアントの設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [DNSクライアントの設定（DNS Client Configuration）]ウィンドウで [はい（Yes）]をクリッ
クして DNSを有効にし、DNSクライアント情報を入力します。

ステップ 8 OKをクリックし、[基本インストール]の手順で以下のいずれかを選択します:

•続行：

• [続行]をクリックして新しい構成を使ってネットワークを再起動してください。管理
者ログインの設定ウィンドウが表示されます。

•管理者ログイン、[ユーザー名（User Name）]、および [パスワード（Password）]を
入力します。

（注）

ユーザ名には必ず英数字を使用してください。 Cisco Unified Communications Operating
System Administration、コマンドラインインターフェイス、およびディザスタリカバリシ
ステムに同じログイン情報を使用します。

•インポートするデータのソフトウェア位置

•リモートサーバ名または IP、エクスポートデータディレクトリ、リモートログイン
ID、リモートパスワード、およびパスワードの再確認を入力します。 [OK]をクリッ
クして新しい設定を使ってネットワークを再起動します。

ステップ 9 [証明書情報（Certificate Information）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 [証明書情報（Certificate Information）]ウィンドウで、証明書署名リクエストの情報を入力
し、[OK]をクリックします。

ステップ 11 [第 1ノードの設定 ]ウィンドウで、このノードに割り当てる方法を選択します:

•はい:このノードを Cisco Unified Communications Managerパブリッシャノードとして指定
するには、このオプションを選択します。

•いいえ:このオプションを選択して、このノードを Cisco Unified Communications Manager
サブスクライバノードとして指定するか、または IM and Presence Serviceノードとして指
定します。

次のタスク

クラスタの最初のノードをインストールする場合、Unified Communications Managerまたは IM
andPresenceServiceのどちらをインストールするかに応じて、次のいずれかの手順に進みます。

• Unified Communications Managerパブリッシャの設定（48ページ）
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• IMおよび Presenceパブリッシャの設定（51ページ）

それ以外の場合は、サブスクライバーノードについては、サブスクライバノードの追加（51
ページ）をインストールします。

Unified Communications Managerパブリッシャの設定
この手順に従って、Unified Communications Managerソフトウェアをインストールする最初の
サーバをクラスタのパブリッシャノードとして設定します。有人インストールを完了し、有人

インストールを構成した後で、この手順を実行します。

パブリッシャノードでのみ Smart Call Homeを設定できます。（注）

手順

ステップ 1 [ネットワークタイムプロトコルクライアントの設定ウィンドウ]が表示されます。

外部 NTPサーバを使用して、パブリッシャノードの正確なシステム時刻を保証することを推
奨します。クラスター内のサブスクライバーノードは、最初のノードから時間を取得します。

ステップ 2 外部 NTPサーバを設定するか、システム時刻を手動で設定するかを選択します。

•外部NTPサーバをセットアップするには、[はい ]を選択し、1つ以上のNTPサーバの IP
アドレス、NTPサーバ名、または NTPサーバプール名を入力します。最大 5つの NTP
サーバを設定できますが、少なくとも 3つ使用することをお勧めします。 [続行]を選択し
てインストールを続行します。

システムは NTPサーバと通信し、ハードウェアクロックに自動的に時間を設定します。

（注）

[テスト ]ボタンが表示されたら、[テスト ]を選択して、NTPサーバにアクセスできるか
どうかを確認することができます。

•システム時間を手動で設定するには、[いいえ ]を選択し、適切な日時を入力してハード
ウェア時計を設定します。 [ OK ]を選択してインストールを続行してください。

[データベースアクセスセキュリティの設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [必須のインストール情報]のセキュリティパスワードを入力します。

（注）

セキュリティパスワードは必ず英数字で始まり、6文字以上の長さが必要です。使用できるの
は英数字、ハイフン、およびアンダースコアです。システムはこのパスワードを使用してノー

ド間の通信を許可します。このパスワードがクラスターのすべてのノードで同一であることを

確認する必要があります。
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SMTPホスト設定ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 SMTPサーバを設定する場合は、[はい ]を選択して SMTPサーバ名を入力します。SMTPサー
バを設定しない場合は、[いいえ]を選択します。これにより、Smart Call Homeのホームペー
ジにリダイレクトされます。前のページに移動するには、戻るを選択してください。SMTP
設定に関する情報を参照するには、ヘルプを選択してください。

（注）

特定のプラットフォーム機能を使用するには、SMTPサーバを構成する必要があります。ただ
し、プラットフォームの GUIまたはコマンドラインインタフェースを使用して、後で SMTP
サーバを構成することもできます。

ステップ 5 [ OK]を選択します。

ステップ 6 [ SMART Call Home有効化 ]ウィンドウで、次のいずれかを選択して [OK]をクリックします:

•システム起動時の Smart Call Homeの有効化
•システム起動時の Smart Call Homeの有効化

• Smart Call Homeの設定を後で行う—このオプションを選択すると、Cisco Unified
Serviceabilityインターフェイスを使用してインストール後に Smart Call Home機能を設定
します。

•システム起動時にSmart Call Homeを全て無効にする—このオプションを選択して、Smart
Call Home機能サービスを無効にします。インストール後に Cisco Unified Serviceabilityの
インターフェイスを使って再アクティベートすることができます。

ステップ 7 システムスタート時に Smart Call Homeを選択している場合は、次の操作を行ってください:

a) Cisco Technical Assistance Centerにデータを送信する方法を選択します。

•セキュアWeb（HTTPS）

•プロキシ経由のセキュアなウェブ (HTTPS)—このオプションを選択する場合、Call
Home情報が送信されるプロキシサーバのホスト名または IPアドレス、およびサーバ
が有効になっているポート番号を入力します。

•メール—このオプションを選択した場合、メールの送信に SMTPを設定しておく必要
があります。

b) Call Homeメッセージのコピーを複数のメール受信者に送信するには、コンマで区切って
メールアドレスを入力します。最大 1024文字まで入力できます。

c) [顧客連絡先情報 ]フィールドに顧客のメールアドレスを入力します。
d) [続行 ]をクリックするか、または [戻る ]を選択して前のメニューに戻ります。

[続行]をクリックすると、「レポート機能を含む」というメッセージが表示されます。こ
のため、Cisco はこの機能により、Cisco がお客様の Unified Communications

Manager クラスターから診断情報とシステム情報を受け取ることができます。 Cisco

は積極的なデバッグ、製品開発、またはマーケティングの目的でこの情報を使用する場合

があります。 この機能の詳細については、

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7334/serv_home.html を参照して

ください。
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（注）

セキュアなウェブ (HTTPS)プロキシ ]を選択しており、[続行]をクリックすると、 Smart
Call Homeプロキシ設定ウィンドウが表示されます。

e) 確認をクリックして通常のインストールを続行するか、または [戻る ]を選択して Smart
Call Home有効化ページに戻ります。

ステップ 8 [システム起動時に匿名コールホームを有効にする ]を選択した場合は、次の操作を行います:

a) Cisco Technical Assistance Centerにデータを送信する方法を選択します。

•セキュアWeb（HTTPS）

•プロキシ経由のセキュアなウェブ (HTTPS)—このオプションを選択する場合、Call
Home情報が送信されるプロキシサーバのホスト名または IPアドレス、およびサーバ
が有効になっているポート番号を入力します。

•メール—このオプションを選択した場合、メールの送信に SMTPを設定しておく必要
があります。

b) Call Homeメッセージのコピーを複数のメール受信者に送信するには、コンマで区切って
メールアドレスを入力します。最大 1024文字まで入力できます。

c) [続行]をクリックして続行するか、前のメニューに戻るには [戻る]をクリックします。

[続行]をクリックすると、次のメッセージが表示されます。

Unified Communications Manager の操作性を向上させるため、[確認] をクリック

して、Cisco Systems がサーバから使用統計を安全に受信することを許可します。

Cisco はこの情報を使用して、顧客が当社の製品をどのように使用しているかを理解し、

最終的に製品の方向性を決定します。 参加したくない場合は、オプトアウトすることも

できます。

（注）

セキュアなウェブ (HTTPS)プロキシ ]を選択しており、[続行]をクリックすると、 Smart
Call Homeプロキシ設定ウィンドウが表示されます。

d) [確認]をクリックして通常のインストールを続行するか、または [戻る ]をクリックして
Smart Call Home有効化ページに戻ります。

（注）

もしデータインポートと一緒にインストールを選択すると、[アプリケーションユーザ構成 ]
ウィンドウは表示されません。手順 11に進んでインストールを完了します。

ステップ 9 OKをクリックします。 [アプリケーションユーザの設定（ApplicationUserConfiguration）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 10 [アプリケーションのユーザ名]と [パスワード]を入力し、それを再度入力して確認します。

ステップ 11 [ OK]を選択します。
[プラットフォーム構成の確認]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 12 [ OK ]を選択してインストールを続行するか、または [戻る ]を選択してプラットフォーム設
定を変更します。

ソフトウェアのインストールと設定が行われます。サーバが再起動します。

インストールプロセスが完了すると、管理者アカウントとパスワードを使用してログインする

ようにプロンプトが表示されます。

次のタスク

サブスクライバーノードをインストールする場合は、サブスクライバノードの追加（51ペー
ジ）。

IMおよび Presenceパブリッシャの設定
この手順に従い、IM and Presence Serviceソフトウェアをインストールする最初のサーバーを
IM and Presenceクラスタのデータベースパブリッシャノードとして設定します。

手順

ステップ 1 IM and Presenceデータベースパブリッシャノードをインストールして設定します。

ステップ 2 以下のサービスが実行中であることを確認します。

• Cisco SIP Proxy
• Cisco Presence Engine
• Cisco XCP Connection Manager
• Cisco XCP Authentication Service

サービスをアクティベーションする必要がある場合は、Cisco Unified Serviceabilityの [ツール
（Tools）] > [サービスのアクティベーション（Service Activation）]で実行できます。

次のタスク

サブスクライバノードの追加（51ページ）

サブスクライバノードの追加

サブスクライバノードにソフトウェアをインストールする前に、サブスクライバノードを

Unified Communications Managerパブリッシャノードに追加する必要があります。 Unified
Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのいずれかのサブスクライバノードを
インストールする前に、このタスクを完了しておく必要があります。
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手順

ステップ 1 Unified Communications Managerパブリッシャノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サーバ（Server）]を選択しま
す。

ステップ 3 サブスクライバーノードを追加します。

a) [新規追加]をクリックします。
b) [サーバータイプ（Server Type）]ドロップダウンリストから、実行しているインストール
に対応するノードタイプを選択します：Unified Communications Manager音声/ビデオノー
ド、または IM and Presence Serviceノード。

c) 完全修飾ドメイン名/IPアドレス ]フィールドに FQDNまたは IPv4アドレスを入力してく
ださい。

（注）

ノードの詳細を追加するときに、[説明]フィールドで一重引用符 (' ')を使用しないでくだ
さい。

d) これはオプションです。 IPv6を展開している場合は、[IPv6アドレス（IPv6 Address）]に
入力します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

f) 追加する各サブスクライバノードに対して、これらの手順を繰り返します。

ステップ 4 （IMandPresenceServiceのみ）プレゼンス冗長グループを追加して、サブクラスタを定義しま
す。

a) CiscoUnifiedCMの管理から、[システム（System）]> [プレゼンス冗長グループ（Presence
Redundancy Groups）]を選択します。

b) [新規追加]をクリックします。
c) グループの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
d) [サーバー（Server）]ドロップダウンリストから、このグループに追加する IMandPresence

Serviceノードを選択します。
e) [保存（Save）]をクリックします。

f) グループを作成するまで、この手順を繰り返します。クラスタには最大 3つのプレゼンス
冗長性グループがあり、各グループは 2つの IM and Presence Serviceノードで構成されま
す。

次のタスク

サブスクライバノードのインストール
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サブスクライバノードのインストール

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのサブスクライバノードをイン
ストールする場合は、この手順を使用します。

始める前に

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceサブスクライバノードのいずれ
かにソフトウェアをインストールする前に、ノードを Cisco Unified Communications Managerパ
ブリッシャノードに追加する必要があります。詳細は、サブスクライバノードの追加（51
ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 パブリッシャノードで Network Time Protocolを設定した場合、サブスクライバノードをイン
ストールする前に、それがNTPサーバと同期されていることを確認します。パブリッシャノー
ドのコマンドラインインターフェースから、utils ntp statusと入力します。出力がノードがNTP
サーバと同期されることを示していることを確認します。

（注）

パブリッシャノードが NTPサーバと同期されていない場合、サブスクライバノードのインス
トールは失敗します。

ステップ 2 [最初のノードの構成]ウィンドウで、警告を読み、最初のノードがパブリッシャノードとして
正しく構成されていることを確認します。サブスクライバノードのインストールを続行するに

は、[OK]をクリックします。

[ネットワーク接続テストの構成]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 サブスクライバノードのインストール中、システムはサブスクライバノードがパブリッシャ
ノードに接続できるかどうかを確認します。

•システムがネットワーク接続を確認した後でインストールを一時停止するには、[はい]を
選択します。

•インストールを一時停止せずに続行するには、 [いいえ]を選択します。

[第 1ノードアクセスの設定]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 パブリッシャノードの接続性情報を入力し、 [OK]を選択します。

システムはネットワーク接続を確認します。

システムがネットワーク接続を正常に確認した後にシステムを一時停止することを選択した場

合は、[第 1ノードへの接続に成功しました]ウィンドウが表示されます。 [続行]を選択してく
ださい。

（注）
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ネットワーク接続性テストが失敗した場合、システムは常に停止し、戻ってパラメータ情報を

再入力できるようにします。

SMTPホストの構成ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 SMTPサーバを設定する場合は、[はい ]を選択して SMTPサーバ名を入力します。

（注）

オペレーティングシステムの特定の機能を使用するには、SMTPサーバを設定する必要があり
ます。ただし、オペレーティングシステムの GUIまたはコマンドラインインターフェースを
使用して、後で SMTPサーバを構成することもできます。

[プラットフォーム構成の確認]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [ OK ]を選択してソフトウェアのインストールを開始するか、または [戻る ]を選択して構成
を変更してください。

ステップ 7 インストールプロセスが完了すると、管理者アカウントとパスワードを使用してログインする
ようにプロンプトが表示されます。

次のタスク

Unified Communications Managerクラスタを新たにインストールしたばかりで、中央 IM and
Presenceクラスタ展開ではなく、標準の IM and Presence展開として同じクラスタに IM and
Presence Serviceをインストールしたい場合は、IM and Presence Serviceクラスタをインストール
するために基本設定（38ページ）に戻ってください。

それ以外の場合は、インストール後のタスクに進んでください。

• Cisco Unified Communications Managerのインストール後のタスク（67ページ）

• IM and Presence Serviceのインストール後のタスク（83ページ）

非ゼロタッチインストールのタスクフロー
これらのタスクを完了すると、UnifiedCommunicationsManagerと IM and Presenceサービスノー
ドまたはクラスタを、ゼロタッチインストール方法を使用して単一のプロセスでインストール

します。

始める前に

Unified Communications Managerのプレインストールタスク（25ページ）

IM and Presence Serviceのプレインストールタスク（28ページ）
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手順

目的コマンドまたはアクション

この手順を使用して、ネットワーク設定

で構成ファイル (clusterconfig.xmlおよび
タッチレスインストールの応答ファイ

ルを生成する（55ページ）
ステップ 1

Platformconfig.xml)を生成します。ゼロ
タッチインストールプロセスはこれら

のファイルを使用して、単一ノードまた

は様々なクラスターノードをインストー

ルおよび構成します。

この手順を使って応答ファイルから仮想

フロッピーイメージを作成します。ゼ

仮想フロッピーイメージの生成（57
ページ）

ステップ 2

ロタッチインストールで仮想フロッピー

イメージを使用します。

この手順を使用して仮想フロッピーイ

メージをデータストアにアップロードし

ます。

データストアへの仮想フロッピーイメー

ジのアップロード（58ページ）
ステップ 3

この手順を使用して、対応する VMに
UCアプリケーション仮想フロッピーイ
メージをマウントします。

フロッピーイメージを VMにマウント
（58ページ）

ステップ 4

単一ノードまたはクラスターのインス

トールを開始します。すべてのノード

ゼロタッチインストールを実行する

（59ページ）
ステップ 5

のインストールを同時に開始することが

できます。

タッチレスインストールの応答ファイルを生成する

この手順を使用して、クラスターのゼロタッチインストール用の応答ファイルを生成します。

応答ファイル (clusterconfig.xmlおよび platformconfig.xml)には、インストールプロセスが各ク
ラスターノードにインストールして構成する構成情報が含まれています。

始める前に

Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサービスクラスタノードのアドレスを
含むネットワークトポロジを計画しておく必要があります。
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手順

ステップ 1 にログインしますのCiscoUnifiedCommunications応答ファイル生成アプリケーションにログイ
ンします https://www.cisco.com/c/en/us/applicat/content/cuc-afg/index.html。

ステップ 2 ハードウェア セクションで仮想マシンを選択します。

ステップ 3 [製品 ]セクションから、インストールする製品とバージョンを選択します。

ステップ 4 [インポートするデータのソフトウェアの場所 ]セクションで、インポートするデータのソフ
トウェアの場所チェックボックスをチェックします。フレッシュインストールとデータイン

ポートを使用してインストールすることを選択した場合にのみ、リモート SFTPサーバの詳細
を構成します。それ以外の場合はこの手順を無視して、手順5に進みます。詳細については、
データインポートと共にインストールのインストール方法を参照してください。

[インポートするデータのソフトウェアの場所を設定 ]チェックボックスをオンにすると、管
理者資格情報、セキュリティパスワード、アプリケーションユーザ資格情報フィールドが無効

になります。これらの詳細は、インストール中にソースノードデータからインポートされま

す。次のフィールドに入力します。

•リモートサーバ名または IP—ソースクラスタのエクスポートされたデータを保存するセ
キュア FTP (SFTP)サーバ。

•エクスポートデータディレクトリ—エクスポートデータを含むサーバのディレクトリパス
です。

•リモートサーバログイン ID—リモート SFTPサーバのデータ取得を許可します。

•リモートサーバパスワード—英数字、ハイフン、および下線を使用できます。

ステップ 5 クラスタ全体の設定の残りのフィールドにクラスタ設定の詳細を入力してください。

ステップ 6 パブリッシャノードの構成の詳細を使用して、プライマリノード設定のフィールドに入力し

てください。

ステップ 7 [動的クラスタ設定を有効にする ]チェックボックスにチェックを入れ、動的クラスタ設定タ
イマーの値を時間単位で入力します。

（注）

単一のプロセスでクラスター全体をインストールする場合は、このチェックボックスをチェッ

クする必要があります。そうでない場合は、後でCLIを通じてこのオプションを設定するか、
パブリッシャノードのインストール後にサブスクライバノードを手動で追加する必要がありま

す。

ステップ 8 [セカンダリノードの設定（Secondary Node Configuration）]で、最初のサブスクライバノード
のノード詳細を入力し、[セカンダリノードの追加（Add Secondary Node）]をクリックしま
す。

ステップ 9 すべてのサブスクライバノードを追加します。

ステップ 10 すべてのクラスタノードを追加し、[応答ファイルの生成（Generate Answer files）]をクリッ
クします。
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ステップ 11 応答ファイルをコンピュータにダウンロードします。

ステップ 12 この手順を繰り返して IM and Presence Serviceクラスタの応答ファイルを生成します。

次のタスク

仮想フロッピーイメージの生成（57ページ）

仮想フロッピーイメージの生成

この手順を使って応答ファイルから仮想フロッピーイメージを作成します。ゼロタッチイン

ストールで仮想フロッピーイメージを使用します。

この手順では、Winimageを使用して仮想フロッピーイメージを作成する方法を説明していま
す。Winimageは次の場所からダウンロードできます http: www.winimage.com download.htm。
BFIなどの他のツールを使用して、仮想フロッピーイメージを作成することもできます。

（注）

手順

ステップ 1 Winimageから、[ファイル（File）] > [新規作成（New）]を選択します。

ステップ 2 [標準]形式から [ 1.44 MB ]を選択し、[ OK]をクリックします。

ステップ 3 [メニュー画像]に移動して [挿入 ]を選択し、 platformConfig.xmlファイルを選択しま
す。

ステップ 4 Winimageにファイルを挿入するように指示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 5 [ファイル] [ >名前を付けて保存]を選択します。

ステップ 6 次の命名規則を使用して、ファイルを仮想フロッピーイメージ (.flpファイル)として保存しま
す。

• Unified Communications Manager - ucm.flp
• IMおよび Presenceサービス - imp.flp

ステップ 7 Unified Communications Managerクラスタと IM and Presence Serviceクラスタの両方に対してこ
れらの手順を繰り返します。

次のタスク

データストアへの仮想フロッピーイメージのアップロード（58ページ）
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データストアへの仮想フロッピーイメージのアップロード

この手順を使用して仮想フロッピーイメージをデータストアにアップロードします。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントを起動します。

ステップ 2 [設定 ]タブを選択します。

ステップ 3 [ストレージ]を選択します。

ステップ 4 データストアを右クリックして、データストアを参照します。

ステップ 5 移動先のディレクトリに移動して、[このデータストアにファイルをアップロード ]アイコン
をクリックします。

ステップ 6 vFloppy画像をローカルフォルダーにアップロードします。

ステップ 7 [アップロード/ダウンロード ]警告メッセージで [はい]をクリックします。

ステップ 8 データストアブラウザウィンドウを閉じます。

次のタスク

フロッピーイメージを VMにマウント（58ページ）

フロッピーイメージを VMにマウント
この手順を使用して、対応するVMにUCアプリケーション仮想フロッピーイメージをマウン
トします。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントで、仮想マシンを選択します。

ステップ 2 VMware Remote Console（VMRC）を開き、[フロッピードライブ（Floppy drive）]をクリック
します。

ステップ 3 [データストアにある既存のフロッピーイメージを使用]を選択します。

ステップ 4 データストアを参照して仮想フロッピーイメージを見つけます。

ステップ 5 ファイルを選択して [OK]をクリックします。

ステップ 6 [デバイスの状況（DeviceStatus）]で [接続済みおよび電源投入時に接続（ConnectedandConnect
at power on）]オプションを有効にします。

ステップ 7 [オプション ]タブをクリックします。 [ブートオプション（Boot Options）]の下で、[BIOSへ
のエントリを強制する（Force entry to BIOS）]をオンにして、[OK]をクリックします。
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ステップ 8 ノードをインストールする VMごとにこの手順を繰り返します。

次のタスク

ゼロタッチインストールを実行する（59ページ）

ゼロタッチインストールを実行する

仮想フロッピードライブをアプリケーション VMにマウントしたら、ゼロタッチインストー
ルプロセスを実行します。すべてのノードを同時にインストールできます。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントで、VMを右クリックし、[コンソールを開く]を選択します。コンソー
ルウィンドウが開きます。

ステップ 2 コンソールツールバーにある [パワーオン]アイコンをクリックして仮想マシンの電源をオンに
します。

ステップ 3 BIOS画面が表示されたら、次の起動順序を設定します。
a) CD-ROM
b) ハードドライブ
c) リムーバブルデバイス
d) ネットワーク

ステップ 4 設定を保存してコンソールを終了します。すぐにインストールが開始されます。

ステップ 5 各クラスタノードで上記の手順を繰り返します。すべてのクラスタノードは同時にインストー
ルできます。順番にインストールする必要はありません。

ステップ 6 アクティビティの完了を強調するために、仮想マシンからvFloppyの設定を削除してください。

次のタスク

Cisco Unified Communications Managerのインストール後のタスク（67ページ）

IM and Presence Serviceのインストール後のタスク（83ページ）

新しいノードを既存のクラスターに追加する
新しいUnified Communications Managerまたは IM and Presenceサービスサブスクライバノード
を既存のクラスタに追加するには、[基本インストール]または [タッチレスインストール]の
いずれかの方法を使用して、ノードを追加およびインストールします。追加する新しいノード

は、サブスクライバノードとして設定する必要があります。
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基本インストール

追加の Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceクラスタノードの基本イ
ンストールの場合、以下のタスクを実行します。

説明手順

詳細については、『Cisco Unified

Communications Managerアドミニスト

レーションガイド』の「証明書のバッ

クアップ」の章を参照してください。

クラスターの完全バックアップを実行

します。

ステップ 1

インストールを開始します。基本設定（38ページ）ステップ 2

インストールを構成して、[基本インス
トール]プロセスを続行します。

基本インストールを設定する（45ペー
ジ）

ステップ 3

サブスクライバノードを Unified
Communications Managerパブリッシャ
に追加します。

サブスクライバノードの追加（51ペー
ジ）

ステップ 4

サブスクライバノードにソフトウェア

をインストールします。

サブスクライバノードのインストール

（53ページ）
ステップ 5

ゼロタッチインストール

追加のUnified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceクラスタノードのタッチ
レスインストールの場合、これらのタスクを完了します。

説明手順

詳細については、『Cisco Unified

Communications Managerアドミニスト

レーションガイド』の「証明書のバッ

クアップ」の章を参照してください。

クラスターの完全バックアップを実行

します。

ステップ 1

インストールの応答ファイルを生成し

ます。タッチレスインストールプロセ

スは、応答ファイルを使用して、さま

ざまなクラスターノードをインストー

ルおよび構成します。

タッチレスインストールの応答ファイ

ルを生成する（55ページ）
ステップ 2

応答ファイルから仮想フロッピーイメー

ジを作成します。

仮想フロッピーイメージの生成（57
ページ）

ステップ 3

仮想フロッピーをデータストアにアッ

プロードします。

データストアへの仮想フロッピーイ

メージのアップロード（58ページ）
ステップ 4
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説明手順

仮想フロッピーを仮想マシンにマウン

トします。

フロッピーイメージを VMにマウント
（58ページ）

ステップ 5

ソフトウェアをインストールします。ゼロタッチインストールを実行する

（59ページ）
ステップ 6

ベーシックおよびタッチレスインストールに関するメモ

既存のクラスタに新しいノードをインストールした後で、CiscoCallManagerまたはCisco TFTP
サービスを利用する予定の場合は、クラスタ内のすべての電話を再起動して、最新の ITLファ
イルを取得することを推奨します。証明書信頼リスト（CTL）を使用している場合は、utils

ctl update CTLFileCLIコマンド（トークンレスCTLを使用）を実行してこのファイルを手動
で更新する必要があります。または、レガシー USBトークンを使用して CTLクライアント経
由でファイルを更新します。 CTLファイルを更新した後、電話を再起動して、最新の CTL
ファイルをダウンロードできるようにする必要があります。CTLファイルの詳細については、
『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』の「CiscoCTLクライアントセッ
トアップ』の章を参照してください。

重要

•トレース収集サービスを再起動した場合に限り、既存のFQDNクラスタに追加された新し
いノードの RTMTからログを収集できます。トレース収集を再起動せずに Unified RTMT
にログインすると、次のエラーメッセージが表示されます。

サーバに接続できませんでした <new node name>

•新しいノードをインストールする既存のクラスターで、IM and Presenceサーバーがサポー
トされているバージョンにアップグレードされていないか、または廃止されている場合、

次のエラーメッセージが表示されます。

「追加に失敗しました。 このクラスタに関連付けられた Cisco Unified IM &

Presence サーバーのアップグレードと移行は保留中（完了ではない）のようです。 こ

のクラスタにサーバーを追加する前に、すべての IM � Presence サーバーのアップグ

レードと移行が成功裏に完了したことを確認してください。 未使用の IM & Presence

アプリケーションサーバーがないか確認し、それらを削除してください。」

（注）

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence設置ガイド、リリース 12.5(1)SU6
61

インストール作業

新しいノードを既存のクラスターに追加する



タッチレスインストールを使用して、複数の Unified Communications Managerと複数の IM and
Presence Serviceノードを同時にインストールすることはできません。次のシナリオがサポー
トされます。

•複数の Unified Communications Managerノードのみをインストールする

• 1つの Unified Communications Managerノード (パブリッシャー)と複数の IM and Presence
Serviceノードのみをインストールする

複数の Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceノードを同時にインス
トールする必要がある場合、上記のいずれかのシナリオを使用して、追加のノードを手動でイ

ンストールする必要があります。

（注）

データインポートでインストール
これらの手順のいずれかを使用して、古いバージョンの Unified CMからのデータインポート
を含む Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのインストールを設定しま
す。

•データインポートを含むフレッシュインストールはドメイン名の変更をサポートしてい
ません。宛先クラスタのパブリッシャノードで DNSが有効になっている場合、ドメイン
名はソースクラスタと一致する必要があります。ドメイン名を変更する必要がある場合

は、DNSが有効になっていないパブリッシャに宛先クラスタをインストールし、インス
トールの完了後に CLI経由で DNSを有効にします。サブスクライバーは DNSを有効に
した状態でインストールすることができますが、サブスクライバをインストールする前に

パブリッシャノード上の「システム>サーバ」エントリが正確であることを確認してくだ
さい。

移行中にホスト名や IPアドレスを変更する場合は、サブスクライバをインストールする
前に、移動先クラスタのパブリッシャノードで「システム>サーバ」エントリを更新する
必要があります。

•データインポートを伴うフレッシュインストールは DHCP構成を伴うインストールをサ
ポートしていません。ソースクラスターでDHCPが有効になっている場合、静的設定デー
タを使用して宛先クラスタをインストールし、移行後に、DHCPを構成します。

重要

フレッシュインストールとデータインポートを実行する前に、クラスタ内のすべてのノード

が SFTPサーバーにエクスポートされていることを確認します。
（注）
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始める前に

ソースバージョンがリリース 10.5以降であることを確認します。ソースバージョンがRelease
12.5 (1) SU5以降ではない場合、ソースシステムの各ノードに「ciscocm.DataExport」COPファ
イルの最新バージョンをインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 ソースクラスタからパブリッシャノードにデータをエクスポートします。

a) 目的のソースシステムの各ノードでutilsシステムアップグレードデータエクスポートの開
始 CLIコマンドを実行し、この手順を使用してインポートできるデータをエクスポートし
ます。

b) SFTPサーバー情報を入力して、データをエクスポートします。
c) ノードのホスト名と IPアドレスを入力します（この段階で変更することも可能です）。
d) utils system upgrade dataexport statusを実行してエクスポートの状態を追跡します。
新しいフォルダが、Publisher IP Addressというクラスター名で SFTPサーバーに作成され
ます。

ステップ 2 ソースクラスターサブスクライバーノードからデータをエクスポートします。

a) 目的のソースシステムの各ノードでutilsシステムアップグレードデータエクスポートの開
始 CLIコマンドを実行し、この手順を使用してインポートできるデータをエクスポートし
ます。

b) SFTPサーバ情報を入力してデータをエクスポートしてください。
c) ノードのホスト名と IPアドレスを入力します (この段階で変更可能です)。
d) utils system upgrade dataexport statusを実行してエクスポートの状態を追跡します。
エクスポートされたサブスクライバデータは、同じクラスタフォルダー（Publisher IP
Address）に保存されます。

ステップ 3 残りのサブスクライバノードに対して手順 2を繰り返します。

ステップ 4 次のいずれかの方法を実行して、インストール/インポートを完了します。

（注）

IPアドレスの構成中に、ソースクラスタおよび宛先クラスタが DHCPを使用している場合、
宛先クラスタに静的 IPアドレスが構成されていることを確認します。たとえば、ソースクラ
スタの現在の IPアドレス。
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参照先インストール方法

有人インストール
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参照先インストール方法

1. 新しいパブリッシャーをインストールし
てデータをインポートしてください。

Unified Communications Managerと IM and
Presence Serviceをデータインポートでイ
ンストールするには、基本設定（38ペー
ジ）のステップ 1から 6の手順に従って
ください。

2. Unified Communications Manager and IMお
よびPresenceServiceのインストール中に、
[プラットフォームインストールウィザー
ド（Platform Installation Wizard）]ウィ
ンドウで、SFTPサーバーからのインポー
トデータに提供されるさまざまなオプショ

ンから [インポート（Import）]を選択し
ます。

3. インポートウィザードで、以下の情報の
詳細を入力します。

•ホスト名、IPアドレス、サブネット
マスク、およびゲートウェイ。これ

は、データをエクスポートした宛先

ノードで提供されているのと同じ情

報でなければなりません。

• SFTP—エクスポートデータディレク
トリで、エクスポートされたデータ

のフォルダ名またはクラスタ情報を

入力します: <Publisher IP Address>.

•これが最初のノードかどうかを確認
します。

• 1つ以上のNTPサーバを入力します。

（注）

同じホスト名/IPアドレスを使用する予定
の場合は、新しいパブリッシャノードを

インストールする前に、古いパブリッシャ

ノードがシャットダウンしていることを

確認してください。

4. 新しいサブスクライバーをインストール
し、データをインポートします。最初の

ノードに関する質問以外に対して手順 4
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参照先インストール方法

を繰り返します。このクエリに「いいえ」

と応答して、新しいパブリッシャ IPアド
レスとホスト名情報を提供します。

（注）

同じホスト名/IPアドレスを使用する予定
の場合は、新しいパブリッシャノードを

インストールする前に、古いパブリッシャ

ノードがシャットダウンしていることを

確認してください。

非ゼロタッチインストールのタスクフロー

（54ページ）ステップ 1から 5の手順に従っ
てください。

単一ノードまたはクラスタのタッチレスイン

ストール

（注）

クラスタノード IPアドレスにDHCPを使用する場合は、set network dhcp eth0コマンドを使用
してこの構成を有効にします。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence設置ガイド、リリース 12.5(1)SU6
66

インストール作業

データインポートでインストール



第 4 章

インストール後の作業

• Cisco Unified Communications Managerのインストール後のタスク（67ページ）
• IM and Presence Serviceのインストール後のタスク（83ページ）
•次に進む場所（84ページ）

Cisco Unified Communications Managerのインストール後
のタスク

手順

目的コマンドまたはアクション

リリースノートは以下のURLからダウ
ンロードできます。お使いのリリース

リリースに付属のリリースノートと

Readmeファイルを読みます。
ステップ 1

の機能とCOPファイルの要件を理解し
ていることを確認してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-release-notes-list.html

クラスターノードをアップグレードす

るか、クラスターノードにCOPファイ
将来のアップグレードと COPインス
トールで使用されるクラスターノード

ステップ 2

ルをインストールする前に、すべての上のソフトウェアの場所を構成しま

す。 クラスターノードでソフトウェアの場

所フィールドを設定する必要がありま

す。ソフトウェアの場所の詳細の構成

についての詳細は、リリース12.5(1)SU6
および 14SU2以降の『Cisco Unified
CommunicationsManager IM and Presence
Serviceアップグレードおよび移行ガイ
ド』の「クラスタソフトウェアの場所
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目的コマンドまたはアクション

を設定する」の項を参照してくださ

い。

インストール後にアプリケーションの

ユーザパスワードをリセットすること

を推奨します。

アプリケーションユーザパスワードの

リセット（70ページ）
ステップ 3

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool
(RTMT)を使用して、Unified

リアルタイム監視ツールのインストー

ル（70ページ）
ステップ 4

Communications Managerと IM and
Presence Serviceをリアルタイムで監視
できます。

カーネルクラッシュがある場合、

kerneldumpユーティリティはクラッ
Kerneldumpユーティリティの有効化
（73ページ）

ステップ 5

シュを収集してダンプするためのメカ

ニズムを提供します。

システムとデバイスに必要なライセン

スを持っていることを確認してくださ

い。

ライセンスをインストール（73ペー
ジ）

ステップ 6

定期的にバックアップを実行すること

をお勧めします。自動バックアップを

バックアップを構成する（74ページ）ステップ 7

セットアップすることも、任意の時点

でバックアップを起動することもでき

ます。

これはオプションです。既定のロケー

ルは米国英語です。別のロケールを使

新しいロケールをインストールする

（75ページ）
ステップ 8

用する場合は、ダウンロードしてイン

ストールしてください。

インストール後に必要に応じて COP
ファイルをインストールして、既知の

COPファイルのインストールのガイド
ライン（78ページ）

ステップ 9

欠陥を修正するか、Unified
Communications Managerに同梱されて
いないカスタムデバイスタイプのサ

ポートを有効にする必要があります。

北米番号プラン (デフォルト)以外のダ
イヤルプランを使用する場合は、ダウ

これらのタスクを完了してダイヤルプ

ランをインストールします。

ステップ 10

ンロードしてインストールする必要が

あります。
• COPファイルのインストール（79
ページ）

•事前作成済みダイヤルプランのイ
ンストール（80ページ）
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目的コマンドまたはアクション

• Cisco CallManagerサービスを再起
動します。（80ページ）

これはオプションです。システムのセ

キュリティを有効にするには、Cisco
セキュリティを有効にする（81ペー
ジ）

ステップ 11

CTLクライアントをインストールし、
混合モードを有効にします。

これはオプションです。 Cisco Prime
Collaboration Assuranceなどのネット

Simple Network Management Protocolの
設定（81ページ）

ステップ 12

ワーク管理システムを使用している場

合は、Simple Network Management
Protocolを有効にします。

Cisco Unified Communications Manager
仮想マシン（VM）設定でゲスト OS
バージョンを変更します。

仮想マシン構成の仕様の変更（82ペー
ジ）

ステップ 13

この構成は、ネットワークトポロジ

に、クラスター内の個々のノードのプ

[Cisco Unified CM Administrationエン
タープライズパラメータ（CiscoUnified

ステップ 14

ライベート IPアドレスに加えて、外部CM Administration Enterprise
Parameters）]ページで、[HTTPリファ インターフェース用に構成されたパブ
ラ/ホストヘッダーの信頼できるホスト リック IPアドレスがある場合に必要で
のリスト（Trusted List of Hosts in す。Unified CMは、Unified CMへのア
HTTP Referer/Host Header）]を設定 クセスを許可する前に、まず Unified
し、パブリック IPアドレスまたはDNS CMクラスタで設定されたサーバーで、
エイリアスを追加されたことを確認し

ます。
Hostヘッダーにある IPアドレスまたは
ホスト名を検証するようになりまし

た。また、ホストの信頼済みリスト設

定で、Unified CMにアクセスするため
に使用されるDNSエイリアスを設定す
る必要があります。たとえば、サーバ

が cm1.example.localで、
phone.example.localを使用してサーバに
アクセスする場合、phone.example.local
を信頼できるホスト一覧の設定に追加

する必要があります。

プライベート IPアドレスを使用するプ
ライベートネットワークから、Cisco
UnifiedCMの管理ページに移動し、[シ
ステム（System）] > [エンタープライ
ズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択し、使用する外部
IPアドレスまたは DNSエイリアスを
設定します。
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目的コマンドまたはアクション

すべてのウェブページが正しくロード

されるように、このアクティビティの

実行後に Cisco Tomcatサービスを再起
動する必要があります。

アプリケーションユーザパスワードのリセット

インストール時に、すべてのアプリケーションユーザパスワードに、インストール時に入力し

たデフォルトのアプリケーションユーザパスワードが設定されます。インストール後にこれら

すべてのパスワードをリセットすることをお勧めします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [アプリケーション
ユーザ（Application User）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 アプリケーションユーザをクリックします。
アプリケーションユーザの詳細は、アプリケーションユーザ設定ウィンドウに表示されます。

ステップ 4 新しいパスワードをパスワードとパスワードの確認フィールドに入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 各アプリケーションユーザに対してこの手順を繰り返します。

リアルタイム監視ツールのインストール

この手順を使用して Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool (RTMT)をインストールします。
RTMTを使用して、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceをリアルタイム
で監視できます。

始める前に

• Unified RTMTをWindows OSプラットフォームで実行するには、少なくとも 128 MBのメ
モリが必要です。Windows/LinuxOSプラットフォームでツールを実行するには、少なくと
も 300 MBのディスク領域が必要です。
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Linux Unified RTMTプラグイン CcmServRtmtPlugin.binは、RHEL
5、RHEL 6以上の Linuxマシンにインストールできます。 RHEL
4マシンにインストールする場合は、glibc（OSライブラリ）の
バージョンが 2.4.x以上であることを確認してください。 glibc
バージョンが 2.3.x以前の場合、基盤となる JREのインストール
が失敗します。

（注）

•現在の Unified RTMT Downloadは、Unified Communications Managerまたは Cisco Unity
Connectionの以前のリリースをサポートしています。 Unified Communications Managerの
リリースは、 Unified RTMTのバージョンが異なるコンピュータ（Unified Communications
Managerリリースごとに 1個のバージョン）にインストールする必要があります。インス
トールする Unified RTMTバージョンが、モニタ対象の製品と互換性があることを確認し
ます。使用している Unified RTMTバージョンがモニタ対象のサーバーと互換性がない場
合、互換性のあるバージョンをダウンロードするように求められます。

•コンピュータでは、実行する Unified RTMTの最後のインスタンスに基づいて、IPアドレ
スや Unified RTMTフレームサイズなどのユーザ設定を保存します。

標準監査ユーザと Standard CCM Super Usersの権限を持つ管理者だけがUnified RTMT機能にア
クセスできます。これらの権限のないアプリケーションユーザーが Unified RTMTにログイン
した場合、コール制御検出（CCD）やServiceAdvertisement Framework（SAF）などの機能の一
部は期待どおりに機能しません。

（注）

Linuxワークステーションでは、ルートアクセスを使用して RTMTを実行します。そうしな
い場合、最初に RTMTをインストールするときに、アプリケーションが起動しません。

（注）

•現在の Unified RTMTでは、JREを実行する必要があります。システムに JREがインス
トールされていることを確認します（Java 1.8）。

手順

ステップ 1 設定の管理インターフェイスの [プラグイン（Plug-ins）]ウィンドウに移動します。

アクセス方法インターフェイス（Interface）

Unified Communications Manager Administration
から、[アプリケーション（Application）] >
[プラグイン（Plugins）]を選択します。

Unified Communications Manager
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アクセス方法インターフェイス（Interface）

Unified CommunicationsManager IM and Presence
Administrationから、[アプリケーション
（Application）] > [プラグイン
（Plugins）]Pluginsを選択します。

Unified Communications Manager IM and
Presence Service

Cisco Unity Connection Administrationから、[シ
ステム設定（System Settings）] > [プラグイン
（Plugins）]を選択します。

Cisco Unity Connection

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 Microsoft Windowsオペレーティングシステムを実行しているクライアントでUnified RTMTを
インストールするには、[Real-Time Monitoring Tool - Windows]の [ダウンロード（Download）]
リンクをクリックします。

Linuxオペレーティングシステムを実行しているクライアントで Unified RTMTをインストー
ルするには、[Real-TimeMonitoringTool - Linux]の [ダウンロード（Download）]リンクをクリッ
クします。

ヒント

Windows 7以降で Unified RTMTをインストールするときは、管理者としてインストールを実
行してください。

ステップ 4 クライアント上の優先ロケーションに実行可能ファイルをダウンロードします。

ステップ 5 Windowsバージョンをインストールするには、デスクトップ上に表示される Unified RTMTア
イコンをダブルクリックするか、ファイルをダウンロードしたディレクトリを見つけてUnified
RTMTインストールファイルを実行します。

抽出プロセスが開始されます。

ステップ 6 Linuxバージョンをインストールするには、ファイルに実行権限があることを確認します。た
とえば、コマンドchmod +x CcmServRtmtPlugin.bin（大文字と小文字を区別）を入力します。

ステップ 7 Unified RTMTのようこそウィンドウが表示されたら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 ライセンス契約書を承認するには、[使用許諾契約書の条項に同意します（I accept the terms of
the license agreement）]をクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 Unified RTMTのインストール画面にプロンプト表示されるように、システムから実行可能な
Java仮想マシンの絶対パスを選択します（JREインストール済みディレクトリからの java.exe、
これは最新バージョン 1.8です）。

ステップ 10 UnifiedRTMTをインストールする場所を選択します。デフォルトの場所を使用しない場合は、
[参照（Browse）]をクリックして別の場所に移動します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 インストールを開始するには、[次へ（Next）]をクリックします。

[セットアップステータス（Setup Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 インストールを完了するには、[完了（Finish）]をクリックします。
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Real-Time Monitoring Toolの使用方法の詳細については、『 Cisco Unified Real-Time Monitoring

Toolアドミニストレーションガイド』を参照してください。

（注）

Kerneldumpユーティリティの有効化
次の手順を利用してKerneldumpユーティリティをイネーブル化します。カーネルクラッシュ
が発生した場合、ユーティリティは、クラッシュの収集とダンプのメカニズムを提供します。

ローカルサーバまたは外部サーバにコアをダンプするユーティリティを設定できます。

手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•ローカルサーバー上のカーネルクラッシュを破棄するには、utils os kerneldump enable

CLIコマンドを実行します。
•外部サーバにカーネルクラッシュをダンプするには、外部サーバの IPアドレスを指定し
て utils os kerneldump ssh enable <ip_address> CLIコマンドを実行します。

ステップ 3 サーバをリブートします。

ライセンスをインストール

必要なライセンスを取得していることを確認してください。

Unified Communications Managerの要件

Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManagerサテライトを使用して、Unified
Communications Managerのライセンスを管理します。ライセンスの取得方法の詳細について
は、 Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドの "Smart Software Licensing"の
章を参照してください。

IM and Presence Serviceの要件

IM and Presence Serviceは、サーバーライセンスまたはソフトウェアバージョンライセンスを
必要としません。
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バックアップを構成する

定期的にバックアップを実行することをお勧めします。ディザスタリカバリシステム（DRS）
を使用して、クラスタ内のすべてのサーバのデータを完全にバックアップできます。自動バッ

クアップをセットアップすることも、任意の時点でバックアップを起動することもできます。

手動バックアップを開始するか、バックアップスケジュールを設定することができます。詳細

については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の「シ
ステムのバックアップ」の章を参照してください。

ロケールのインストール

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceを設定して複数の言語をサポートす
ることができます。インストール可能なサポート言語の数に制限はありません。

Ciscoは、Unified Communications Managerロケールインストーラのロケール固有のバージョン
と IM and Presence Serviceロケールインストーラを www.cisco.comで提供しています。このロ
ケールインストーラはシステム管理者がインストールします。このインストーラを使用する

と、ユーザーがサポートされているインターフェイスを使用するときに、選択した翻訳済みテ

キストまたはトーン（使用可能な場合）を表示または受信できます。

Unified Communications Managerまたは IM & Presence Serviceのアップグレードの場合、すべて
のアップグレードと移行が完了した後で、ロケールをインストールする必要があります。アッ

プグレードの場合、デフォルトでインストールされる米国英語を除き、使用しているすべての

ロケールを再インストールする必要があります。 Unified Communications Managerノードまた
は IM and Presence Serviceノードのメジャーマイナーバージョン番号に一致するロケールの最
新バージョンをインストールします。

クラスタのすべてのノードに Unified Communications Managerをインストールし、データベー
スをセットアップした後で、ロケールをインストールします。 IM and Presence Serviceノード
に特定のロケールをインストールする場合、最初に Unified Communications Managerクラスタ
の同じ国の Unified Communications Managerロケールファイルをインストールする必要があり
ます。

ソフトウェアのアップグレードが完了したら、次のセクションの情報を使用して、Unified
Communications Managerノードと IM and Presence Serviceノードにロケールをインストールし
ます。

ユーザロケール

ユーザロケールファイルは、特定の言語と国に関する言語情報が含まれます。ユーザロケー

ルファイルは、ユーザが選択したロケールの電話機表示用の翻訳済みテキストとボイスプロ

ンプト（使用可能な場合）、ユーザアプリケーション、およびWebページを提供します。こ
れらのファイル名の表記は、次のとおりです。

• cm-locale-language-country-version.cop (Unified Communications Manager)

• ps-locale-language_country-version.cop（IM and Presence Service）
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ネットワークロケール

ネットワークロケールファイルは、電話トーン、アナンシエータ、ゲートウェイトーンなど、

さまざまなネットワーク項目の国固有のファイルを提供します。複合ネットワークロケール

ファイル名の表記は、次のとおりです。

• cm-locale-combinednetworklocale-version.cop (UnifiedCommunicationsManager)

1つのロケールインストーラに複数のネットワークロケールが組み合されている場合がありま
す。

ロケールファイルは、ソフトウェアアップグレードをインストールする場合と同じプロセス

を使用して、ローカルソースまたはリモートソースからインストールできます。クラスタの

各ノードに、複数のロケールファイルをインストールできます。クラスタ内のすべてのノー

ドをリブートしないと、変更は有効になりません。クラスターのすべてのノードにすべてのロ

ケールをインストールするまでは、ノードを再起動しないことを強く推奨します。通常の業務

時間後にノードをリブートして、コール処理の中断を最小限にとどめてください。

新しいロケールをインストールする

この手順を使用して、Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceに新しい
ロケールをインストールします。両方の製品にロケールをインストールする場合、次の順序で

すべてのクラスターノードにロケールをインストールします。

1. Unified Communications Managerパブリッシャノード

2. Unified Communications Managerサブスクライバノード

3. IM and Presenceデータベースパブリッシャノード

4. IM and Presenceサブスクライバノード

始める前に

新しいロケールをインストールする前に、すべてのクラスタノードで Unified Communications
Managerまたは IM and Presence Serviceのインストールまたはアップグレードが完了している
ことを確認してください。

手順

ステップ 1 cisco.comでお使いのリリースのロケールインストーラーを検索します。

• Unified Communications Managerの場合は、 https://software.cisco.com/download/
navigator.html?mdfid=268439621&i=rm

• IM and Presence Serviceの場合は、https://software.cisco.com/download/
navigator.html?mdfid=280448682&i=rmに移動します。

ステップ 2 お使いのリリースのロケールインストーラを、SFTPをサポートするサーバにダウンロードし
ます。
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ステップ 3 管理者アカウントを使用して Cisco Unified OS Administrationにログインします。

ステップ 4 [Software Upgrades（ソフトウェアアップグレード）] > [Install/Upgrade（インストール/アッ
プグレード）]を選択します。

ステップ 5 [ソフトウェアインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
次のフィールドを入力します。

•ソースでリモートファイルシステムを選択します。
• [ディレクトリ（Directory）]に、ロケールインストーラを保存したディレクトリへのパス
を入力します。

• [サーバー（Server）]フィールドに、リモートファイルシステムのサーバー名を入力しま
す。

•リモートファイルシステムの資格情報を入力します。
• [トランスファープロトコル（Transfer Protocol）]ドロップダウンメニューで、[SFTP]を
選択します。転送プロトコルには SFTPを使用してください。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 サーバにロケールをダウンロードしてインストールします。

ステップ 8 サーバを再起動します。更新はサーバの再起動後に有効になります。

ステップ 9 すべての Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceクラスタノードで順番
にこの手順を繰り返します。

すべてのクラスターノードに新しいロケールがインストールされるまで、エンドユーザのユー

ザロケールをリセットしないでください。 Unified Communications Managerと IM and Presence
Serviceの両方のロケールをインストールする場合、ユーザーのロケールをリセットする前に、
両方の製品のロケールをインストールする必要があります。 IM and Presence Serviceのロケー
ルインストールが完了する前にエンドユーザーが電話言語をリセットした場合などの問題が発

生した場合、セルフケアポータルを使用して電話言語を英語にリセットするようにユーザーに

依頼します。ロケールのインストールが完了したら、ユーザは電話の言語をリセットすること

ができます。または、一括管理を使用して、ロケールを適切な言語に一括で同期できます。

（注）

次のタスク

すべてのクラスターノードのロケールのインストールが完了したら、エンドユーザは新しい

ユーザロケールの使用を開始できます。

エラーメッセージ

ロケールインストーラをアクティベーションするときに発生する可能性のあるメッセージの説

明については、次の表を参照してください。エラーが発生した場合は、インストールログに

あるメッセージを表示できます。
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表 3 :ロケールインストーラのエラーメッセージと説明

説明メッセージ

このエラーは、システムがデータベー

スに追加するユーザロケール情報を

含むCSVファイルを見つけられない
場合に発生します。これはビルドプ

ロセスでのエラーを示します。

[LOCALE] File not found:
<language>_<country>_user_locale.csv, the user locale has not
been added to the database.

このエラーは、システムがデータベー

スに追加するネットワークロケール

情報を含むCSVファイルを見つけら
れない場合に発生します。これはビ

ルドプロセスでのエラーを示します。

[LOCALE] File not found: <country>_network_locale.csv, the
network locale has not been added to the database.

このエラーは、 Unified
Communications Managerアプリケー
ション installdbが必要であるために
発生します。CSVファイルに含まれ
る情報を読み取り、 Unified
Communications Manager データベー
スに正しく適用します。このアプリ

ケーションが見つからない場合、

Unified Communications Managerと一
緒にインストールされていない（可

能性は非常に低い）か、削除されて

いるか（可能性が高い）、ノードに

Unified Communications Managerがイ
ンストールされていない（可能性が

最も高い）のいずれかです。ロケー

ルのインストールが終了します。デー

タベースに保持される正確なレコー

ドがなくてもロケールは機能しない

ためです。

[LOCALE] CommunicationsManager CSV file installer installdb
is not present or not executable.
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説明メッセージ

これらのエラーは、システムがチェッ

クサムファイルの作成に失敗した場

合に発生します。原因としては、Java
実行ファイルの
/usr/local/thirdparty/java/j2sdk/jre/bin/java
が存在しない、Javaアーカイブファ
イルの
/usr/local/cm/jar/cmutil.jar
が存在しないか損傷している、Java
クラスの com.cisco.ccm.util.Zipperが
存在しないか損傷していることなど

が考えられます。これらのエラーが

発生する場合でも、Cisco Unified
Communications Manager Assistantを
除いてロケールは引き続き正常に動

作します。この場合、Cisco Unified
Communications Manager Assistantで
は、ローカライズされたCiscoUnified
CommunicationsManager Assistantファ
イルの変化を検出できません。

[LOCALE] Could not create
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/ipma/com/cisco/ipma/client/locales/maDialogs_<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/
ipma/com/cisco/ipma/client/locales/maMessages_
<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/
ipma/com/cisco/ipma/client/locales/maGlobalUI_
<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] /usr/local/cm/
application_locale/cmservices/ipma/LocaleMasterVersion.txt.Checksum
を作成できませんでした。

このエラーは、ファイルが正しい場

所で見つからない場合に発生します。

これは、ビルドプロセスのエラーが

原因である可能性が高いです。

[LOCALE] UnifiedCMAssistantロケール情報を更新するた
めの
/usr/local/cm/Application_locale/cmservices/ipma/LocaleMaster
Version.txtが見つかりませんでした。

このエラーは、ロケールのインストー

ル時に発生した障害の総計により発

生します。終了状態を示します。

[LOCALE] Addition of <RPM-file-name> to the Unified
Communications Manager database has failed!

COPファイルのインストールのガイドライン
インストールによっては、インストール後に COPファイルをインストールして既知の欠陥を
修正したり、UnifiedCommunicationsManagerに同梱されていないカスタムデバイスタイプのサ
ポートを有効にする必要があります。

COPファイルをインストールする必要がある場合は、これらのガイドラインに従ってくださ
い。

•クラスター内の各ノードに適切な COPファイルをインストールしてください。クラスタ
の各ノードに新しいソフトウェアをインストールする前に、データベースをセットアップ

した後に、このタスクを実行します。

• COPファイルをインストールしたら、ノードを再起動する必要があります。
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• Unified Communications Managerおよび/または IM and Presence Serviceを再起動して、COP
ファイルのインストール中に行われた設定の変更がデータベースに書き込まれるようにし

ます。

COPファイルのインストール
北米番号プラン (システムのデフォルト)以外の事前に構築されたダイヤルプランを使用する場
合は、ダイヤルプランと共に COPファイルをインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationsManagerのパブリッシャノードで、この手順を開始します。CiscoUnified
Communications OS管理で、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > I[インス
トール（nstall）]を選択します。
[Software Installation/Upgrade]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ソース（Source）]フィールドで、[リモートファイルシステム（Remote File System）]を選択
します。

ステップ 3 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」

を参照してください。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。
ウィンドウが更新され、使用可能なソフトウェアのオプションとアップグレードのリストが表

示されます。

ステップ 5 [オプション/アップグレード（Options/Upgrades）]ドロップダウンリストで、[DP COP]ファイ
ルを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
[インストールファイル（Installation File）]ウィンドウが開き、FTPサーバからファイルをダ
ウンロードします。ウィンドウにダウンロードの進捗が表示されます。

ステップ 6 [チェックサム（Checksum）]ウィンドウが表示されたら、そのチェックサムの値をダウンロー
ドしたファイルのチェックサムの値と比較検証します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックして、ソフトウェアアップグレードに進みます。
警告メッセージとして、インストールするために選択したDPCOPファイルが表示されます。

ステップ 8 [インストール（Install）]をクリックします。
[インストール状況（Install Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [終了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 Unified Communications Managerサブスクライバノードで、この手順を繰り返します。クラス
タ内の全ノードに COPファイルをインストールする必要があります。
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次のタスク

システムにダイヤルプランを適用するには、事前作成済みダイヤルプランのインストール

（80ページ）。

事前作成済みダイヤルプランのインストール

クラスタの始まりに、それぞれの Unified Communications Managerノードに国内の番号計画を
インストールします。 Unified Communications Manager publisherノードから始めます。

北米以外の国の国内番号計画をインストールする場合にのみ、この手順を完了します（システ

ムのデフォルトは北米）。

（注）

始める前に

事前に構築されたダイヤルプランを含む COPファイルをインストールします。詳細について
は、COPファイルのインストール（79ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationで、[コールルーティング（Call Routing）]>
[ダイヤルプランインストーラ（Dial Plan Installer）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 インストールするダイヤルプランのバージョンを [利用可能なバージョン（AvailableVersion）]
ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 4 [インストール（Install）]をクリックします。
ステータスに、ダイヤルプランがインストールされたことが表示されます。

ステップ 5 クラスターのサブスクライバノードごとにこの手順を繰り返します。

次のタスク

Cisco CallManagerサービスを再起動します。（80ページ）

Cisco CallManagerサービスを再起動します。
新しいダイヤルプランをインストールした場合、CiscoCallManagerサービスを再起動する必要
があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -
機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerサーバ
を選択します。

CMの [サービス（Services）]領域で、[サービス名（Service Name）]列に Cisco CallManagerが
表示されます。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 再起動（Restart）をクリックします。
サービスが再起動し、「サービスは正常に再起動しました（Service Successfully Restarted）」
というメッセージが表示されます。

セキュリティを有効にする

システムのセキュリティを有効にする場合は、Cisco CTLクライアントをインストールし、混
合モードを有効にする必要があります。 CTLインストールファイルは、Cisco Unified CM
Administrationのアプリケーション >プラグインウィンドウからダウンロードできます。

混合モードが有効な場合、システムはCertificateTrust List (CTL)ファイルを認証に使用します。
CTLファイルには、各サーバのサーバ証明書、公開キー、シリアル番号、署名、発行者名、サ
ブジェクト名、サーバ機能、DNS名、および IPアドレスが含まれています。

CTLクライアントをインストールし、システムで混合モードを有効にする方法の詳細について
は、 Cisco Unified Communications Managerのセキュリティガイドを参照してください。

Simple Network Management Protocolの設定
CiscoPrimeCollaborationなどのネットワーク管理システムを使用している場合は、SimpleNetwork
Management Protocolを有効にします。

始める前に

お使いのシステムは10件を超える同時実行のクエリを許可していません。最大で8つのトラッ
プ宛先を推奨します。これ以上の値は CPUパフォーマンスに影響を与えます。この要件は、
使用する OVAテンプレートに関係なく、すべてのインストールに適用されます。

手順

ステップ 1 SNMP NMSをインストールして設定します。
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ステップ 2 [コントロールセンター -ネットワークサービス ]ウィンドウで、システムが SNMPサービス
を開始していることを確認します。

ステップ 3 Unified Communications Manager：[サービスのアクティベーション]ウィンドウで、Cisco
CallManager SNMPサービスを有効にします。 Cisco Unity Connectionのみ: Connection SNMP
エージェントサービスは自動的にアクティベートされます。

ステップ 4 SNMP V1/V2cを使用している場合、コミュニティ文字列を設定します。

ステップ 5 あなたがSNMP V3を使用している場合は、SNMPエンジンを入手してください。 SNMPユー
ザの設定時に必要になります。

ステップ 6 あなたがSNMP V3を使用している場合、SNMPユーザを設定します。

ステップ 7 トラップまたはインフォームの通知先を設定します。

ステップ 8 MIB2システムグループのシステム連絡先と場所を設定します。

ステップ 9 CISCO-SYSLOG-MIBのトラップ設定を設定します。

ステップ 10 Unified Communications Managerのみ：CISCO-CCM-MIBのトラップ設定を行います。

ステップ 11 プライマリエージェントサービスを再起動します。

ステップ 12 NMSで、 Unified Communications Managerトラップパラメータを設定します。

仮想マシン構成の仕様の変更

以下の手順を使用して、UnifiedCommunicationsManager仮想マシン (VM)設定でゲストOSバー
ジョンに変更します。

手順

ステップ 1 仮想マシンをシャットダウンします。

ステップ 2 必要に応じて vSphere経由で仮想マシンの構成を変更します。ゲスト OSと VMハードウェア
の互換性レベルを更新できます。

1. VMハードウェアの互換性レベルを更新 -仮想マシンを左クリックします。更新を確認し
てください。 [更新（Update）]をクリックします。

（注）

不明な主催者がいる場合は、[ステータスを確認（Check statuts）]をクリックしてから、
[アップグレード（Upgrade）]をクリックして主催者に合わせます。

2. ゲスト OSの更新 - [仮想マシン（Virtual Machine）] > [設定の編集（Edit Settings）] > [仮
想マシンのオプション（Virtual Machine Option）]> [一般オプション（General Option）]>
[ゲスト OSのバージョン（Guest OS Version）を右クリックします。

ステップ 3 仮想マシンの電源をオンにします。

（注）
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不一致がある場合、ESXiで仮想マシンの設定を開くときに次の警告メッセージが表示されま
す。

警告

この仮想マシンに構成されたゲスト OS (CentOS 4/5以降 (64ビット))は、現在実行中のゲスト
OS (CentOS 7 (64ビット))と一致しません。ゲスト固有の最適化を許可するには、適切なゲス
ト OSを指定する必要があります。

IM and Presence Serviceのインストール後のタスク
IMandPresenceServiceの新しいクラスタまたはノードをインストールした場合、インストール
後にこれらのタスクを完了します。

これらのタスクの多くは、『IMandPresenceServiceの設定および管理ガイド』に詳細が記載さ
れています。指示があった場合、これらのタスクを完了する方法の詳細については、そのガイ

ドを参照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

リリースノートは以下のURLからダウ
ンロードできます。お使いのリリース

リリースに付属のリリースノートと

Readmeファイルを読みます。
ステップ 1

の機能とCOPファイルの要件を理解し
ていることを確認してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-release-notes-list.html

ソフトウェアはダウンロードできま

す。 https://software.cisco.com/download/
navigator.html?mdfid=280448682&i=rm

IM and Presence Serviceのソフトウェア
とファームウェアの更新については、

Cisco.comで確認してください。

ステップ 2

詳細については、IMandPresenceService
の設定および管理ガイドを参照してく

ださい。

プレゼンス冗長性グループを設定しま

す。

ステップ 3

詳細については、IMandPresenceService
の設定および管理ガイドを参照してく

ださい。

既定のドメインを変更します。ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

詳細については、IMandPresenceService
の設定および管理ガイドを参照してく

ださい。

IM and Presence Service IMアドレスス
キームを変更します。

ステップ 5

詳細については、IMandPresenceService
の設定および管理ガイドを参照してく

ださい。

IM and Presence Serviceノード名を更新
します。

ステップ 6

詳細については、IMandPresenceService
の設定および管理ガイドを参照してく

ださい。

Unified Communications Managerをプレ
ゼンスゲートウェイとして設定しま

す。

ステップ 7

詳細については、IMandPresenceService
の設定および管理ガイドを参照してく

ださい。

Unified Communications Managerで SIP
公開トランクを設定します。

ステップ 8

詳細については、 IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド。

ユーザをサーバに割り当てます。ステップ 9

必須の IM and Presence Serviceをオンに
します。

サービスを有効にする（84ページ）ステップ 10

サービスを有効にする

次のサービスを有効にする必要があります:

• Cisco SIP Proxy
• Cisco Presence Engine
• Cisco Sync Agent

• Cisco XCP Connection Manager
• Cisco XCP Authentication Service

サービスを有効にするには、Cisco Unified Serviceabilityで [ツール >サービス活性化 ]を選択
します。

IMとPresenceクラスタにインストールする各サーバでこのタスクを完了する必要があります。（注）

次に進む場所
システムのインストールが完了しました。これでダイヤルプランの構成、ユーザのプロビジョ

ニング、デバイスの登録、インスタントメッセージとプレゼンスの設定などのタスクを含む、
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システムの構成を始める準備ができました。システムの設定方法の詳細については、次のガイ

ドを参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド
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第 5 章

トラブルシューティング

•インストール中のネットワークエラー（87ページ）
•失敗したインストール（88ページ）
• 1台のノード上の IM and Presence Service。（89ページ）

インストール中のネットワークエラー
インストールプログラムは、入力したネットワーク構成を使用して、サーバがネットワークに

正常に接続できるかどうかを、インストールプロセス中に確認します。接続できない場合は、

次のいずれかのオプションを選択するようメッセージが表示されます。

• -再試行 -インストールプログラムがネットワークの検証を再試行します。検証が再び失
敗した場合、エラーダイアログボックスが再び表示されます。

• -レビュー (インストールの確認) -このオプションを使用すると、ネットワーク構成をレ
ビューおよび変更できます。検出されると、インストールプログラムはネットワーク設定

ウィンドウに戻ります。

•ネットワークは各ネットワークウィンドウを完了した後に検証されるため、メッセージが
複数回表示される場合があります。

• -HALT -インストールを中止します。リカバリ CDを使用してログを復元し、診断情報に
アクセスする必要があります。詳細については、「CUCMVM上でリカバリソフトウェア
を取得および実行する」を参照してください。

CentOSの制限により、シリアルポートにダンプすることによる
ログの収集はサポートされなくなりました。

（注）

• -無視 -インストールは続行されます。ネットワークエラーがログに記録されます。場合
によっては、インストールプログラムがネットワークを複数回検証するため、このエラー

ダイアログボックスが複数回表示されます。ネットワークエラーを無視することを選択し

た場合、インストールが失敗する場合があります。
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リカバリ CDを使用してログを復元する手順

リカバリCDを使用してログを復元し、診断情報にアクセスする必要があります。以下の手順
に従ってください。

1. リカバリ CDを挿入します。

2. システムを再起動します。

3. リカバリ CDメニューが表示されたら、Alt + F2を押してコマンドプロンプトを表示しま
す。

4. 「df -h」を実行して、最大のパーティションを見つけます。 (/mnt/part6)。

5. インストールログは /mnt/part6/log/install/ディレクトリにあります。

6. ログを収集します。

失敗したインストール
インストールが失敗した場合、構成をチェックし、以下を確認してください。

•セキュリティパスワードを確認するために、platformconfig.xmlファイルからパスワードを
解析します。

• Unified Communications Managerからのパケットキャプチャを完了し、インストール中に
IM and Presence Serviceの IPアドレスが Unified Communications Managerに到達しているこ
とを確認してください。

• NTPが Unified Communications Managerで同期されていることを確認してください。

•インストールに失敗したというメッセージが表示され、診断情報にアクセスするためにロ
グを復元したい場合は、「CUCMVMで復元ソフトウェアを取得して実行する」を参照し
てください。

CentOSの制限により、シリアルポートにダンプすることによる
ログの収集はサポートされなくなりました。

（注）

• IM and Presence Serviceと Unified Communications Managerのバージョンに互換性があるこ
とを確認してください。

•サブスクライバーをインストールする場合、サブスクライバーノードがパブリッシャノー
ドと同じバージョンであることを確認してください。サブスクライバーの OVAは、パブ
リッシャーに使用される OVAと同じである必要があります。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence設置ガイド、リリース 12.5(1)SU6
88

トラブルシューティング

失敗したインストール

https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/118948-technote-cucm-00.html


1台のノード上の IM and Presence Service。
ノードが復元できない状態にある場合、ノードを再インストールする必要があります。

クラスター間展開でノードを再インストールする場合、再インストールしたノードとクラス

ター内の他のノードとの間のクラスター間ピア接続を削除して再度追加する必要があります。

（注）

IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノード

以下のan IMandPresenceサービスのデータベースパブリッシャノードを再インストールする高
レベルの手順を完了します。

これらすべての手順を記載されている順に完了しなかった場合、IM and Presence Service デー
タベースパブリッシャノードの復元に失敗します。

（注）

1. すべての IM and Presence サービスサブスクライバーノードの電源を切ります。

2. サブスクライバノードを次のように削除します。

1. すべてのユーザの割り当てを、各IM and Presence Serviceサブスクライバーノードに割
り当てられているものから解除します。 [CiscoUnifiedCMの管理ユーザ管理>Presence
ユーザーを割り当てる > ]を選択します。

2. プレゼンス冗長性グループからサブスクライバノードを削除します。 [Cisco Unified
CM Administration >システム >プレゼンス冗長性グループ]を選択します。

3. サブスクライバノードを Unified Communications Managerサーバリストから削除しま
す。 ( Cisco Unified CM Administration >システム >サーバを選択します)。

3. IM and Presence Serviceのデータベースパブリッシャノードにログインします。

4. IM and Presenceサービスのデータベースパブリッシャノードを次の手順で削除します:

1. IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャーノードの割り当てをユーザに解除
してください。 [Cisco Unified CM管理] [ユーザ管理] > [Presenceユーザーを割り当て
る] > の順に選択します。

2. プレゼンス冗長性グループからノードを削除します。 [Cisco Unified CM Administration
>システム >プレゼンス冗長性グループ]を選択します。

3. Unified CommunicationsManagerサーバーリストに IM and Presence Serviceデータベース
パブリッシャノードを削除します。 ( Cisco Unified CM Administration >システム >
サーバを選択します)。
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5. Unified Communications Managerサーバリストに IM and Presence サービスデータベースパ
ブリッシャノードを再追加します。

6. IM and Presence サービスデータベースパブリッシャノードの新規インストールを実行し
てください。

7. Unified CommunicationsManagerサーバリストに IM and Presenceサービスサブスクライバー
ノードを再追加します。

8. 各サブスクライバノードの新規インストールを実行します。

IM and Presence Serviceサブスクライバーノード

以下の IMandPresenceサービスサブスクライバーノードを再インストールするための高度な手
順を完了します。

これらの手順を記載されている順に完了しないと、IM and Presence Serviceサブスクライバー
ノードの復元に失敗します。

（注）

1. IM and Presence サービスノードの電源を切ります。

2. サブスクライバノードを次のように削除します。

1. ノードに割り当てられているユーザの割り当てを解除します。 [Cisco Unified CM
Administration ユーザ管理 >プレゼンスユーザを割り当てる > ]を選択します。

2. プレゼンス冗長性グループからノードを削除します。 [Cisco Unified CM Administration
>システム >プレゼンス冗長性グループ]を選択します。

3. UnifiedCommunicationsManagerサーバリストからノードを削除します。 ( Cisco Unified
CM Administration >システム >サーバを選択します)。

3. Unified Communications Managerサーバリストに IM and Presence サービスデータベースパ
ブリッシャノードを再追加します。

4. ノードのフレッシュインストールを実行します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


